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まえがき

　
　令和 2年度は会長スローガンとして「社会価値創造を目
指して〜連携が生み出す果実〜」を掲げ，これまでの活動
と継続性を保ちつつ，電気学会の事業運営の基盤となるグ
ランドデザイン＊「学会の行動目標を重点的に行うべき 4
つの活動」に沿って，学会横断的に個別アクションプラン
の検討・実施を進め，会員サービスの向上と社会への貢献
に努めた。
　令和 2年度は世界中に蔓延した新型コロナウイルスによ
り，電気学会の活動も大きな影響を受ける 1年となった。
4月 7日に緊急事態宣言が発出されて以降，人が集まって
行う会合が制約されることとなった。このような厳しいコ
ロナ禍にあっても学会活動を継続的に実施できるよう環境
整備等を行い，オンライン開催やハイブリッド開催により
徐々に活動を戻すように努めた。
　会員数については近年減少傾向が続いていたが，これを
大きく超える 1,052 名減となった。コロナ禍の影響による
ものが大きいと推測されるが，今後より一層の会員サービ
スの向上に努め，会員数の復活をはかることが必要とな
る。
　理事会はじめ学会の重要な各会議体においては，コロナ
禍にあってもオンライン開催やハイブリッド開催などを活
用しつつ適宜・適切に実施し，円滑な学会運営を行った。
　研究発表会等の活動においては，上半期は停滞すること
となった。例年夏から秋にかけて開催される部門大会にお
いて，5部門の大会の内 2大会が当年度延期となり 3大会
がオンラインでの開催となった。また 6月に高松で開催が
予定されていた ICEE2020 についても中止となるなど，大
きな影響を受けた。下半期にはオンライン開催やハイブリ
ッド開催をするに至った。また，前年度中止となった全国
大会については，オンラインを駆使することによってでん
きの礎の表彰式，特別講演などを含め開催することができ
た。
　財政面では上記の通り事業が収縮したことが影響し，収
入が大幅に減ったものの，オンライン環境の整備を行いつ
つ，コロナ禍に応じた適切な支出を行った。
　令和 2年度の事業報告は以下の通りである。

＊電気学会グランドデザイン
　【行動目標】
　「会員に魅力ある場を提供する」
　�「豊かで安心安全な社会，持続的発展が可能な社会の実

現に貢献する」
　【重点的に行うべき 4つの活動】
　「電気学術の発展と国際化への貢献」
　「科学技術を担う多様な人材の創出，育成，活躍の促進」
　「標準化・規格化による戦略的活動と提言」
　「社会への情報発信と認知（プレゼンス）の向上」

1．会員に関する事項【定款第 3章】

（1）年度別会員数

（2）入退会者数

（3）事業維持員の異動

（4）年度末支部別会員数

（5）年度末部門別会員数（登録数）

（6）女性会員・海外会員

（7）事業維持員一覧（付録参照）

年度 名誉員 正員 准員 学生員 合計
H29 59 18 ,042 262 2 ,618 20 ,981
H30 60 17 ,789 275 2 ,574 20 ,698
R1 61 17 ,525 270 2 ,365 20 ,221
R2 63 16 ,799 233 2 ,074 19 ,169

項目 名誉員 正員 准員 学生員 合計
入会 ─ 614   6 1 ,085 1 ,705
復会 ─ 49   0 4 53
退会 0 1 ,015  82 381 1 ,478
資格停止 ─ 1,115 109 41 1 ,265
死亡 0 70   0 0 70

項目 社数 口数 項目 社数 口数
入会 22  322 口数増加 　0 0
退会 9 −16 口数減少  13 −338

年度末現在 400 2 ,451

支部 名誉員 正員 准員 学生員 合計
北海道支部 1 287 4 60 352
東北支部 3 617 7 82 709
東京支部 38 8 ,434 105 919 9 ,496
東海支部 10 2 ,518 22 290 2 ,840
北陸支部 0 381 7 59 447
関西支部 10 2 ,584 24 245 2 ,863
中国支部 0 678 28 114 820
四国支部 0 271 10 75 356
九州支部 1 1 ,029 26 230 1 ,286
合計 63 16 ,799 233 2 ,074 19 ,169

部門 名誉員 正員 准員 学生員 合計
A部門 10 2 ,074 30 284 2 ,398
B 部門 34 6 ,475 82 632 7 ,223
C 部門 12 2 ,922 72 362 3 ,368
D 部門 10 5 ,077 48 569 5 ,704
E 部門 1 904 2 228 1 ,135
合計 67 17 ,452 234 2 ,075 19 ,828

種別 名誉員 正員 准員 学生員 合計
女性会員 0 380 26 198 604
海外会員 ─  47  1   3  51

一般社団法人　電気学会

令和 2年度　事業報告
（自令和 2年 4月 1日〜至令和 3年 3月 31 日）
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　　 同 　：馬場吉弘（同志社大学）
総務企画担当：松田紀彦（日立製作所）
　　 同 　：千切健史（東芝エネルギーシステムズ）
会計担当：高木　浩（三菱電機）
　　 同 　：桑原　真（中部電力パワーグリッド）
編修担当：岩田幹正（電力中央研究所）
　　 同 　：渡辺雅浩（日立製作所）
研究調査担当：上蔀誠二（富士電機）
　　 同 　：本山英器（電力中央研究所）
広報・国際化担当：伊藤孝充（明電舎）
　　 同 　：書上　進（電源開発送変電ネットワーク）
SNS プロモーション担当：飯岡大輔（東北大学）
監　　事：松下義尚（関西電力送配電）
　　 同 　：緒方隆雄（東京ガス）
C部門
部 門 長：森　一之（三菱電機）
副部門長：福見　稔（徳島大学）
　　 同 　：馬場賢二（東芝インフラシステムズ）
総務企画担当：内山宏樹（日立製作所）
　　 同 　：小木曽真二（中部電力パワーグリッド）
会計担当：土肥義康（富士通研究所）
　　 同 　：井上武志（日本電気）
編修担当：鈴木昌和（東海大学）
　　 同 　：坂上聡子（三菱電機）
研究調査担当：佐々木清吾（防衛大学校）
　　 同 　：横川勝也（東芝インフラシステムズ）
広報・情報化担当：佐藤広生（東京工業大学）
　　 同 　：渡部勇介（明電舎）
国際化担当：八木　透（東京工業大学）
　　 同 　：遊佐博幸（電力中央研究所）
監　　事：田中慶太（東京電機大学）
　　 同 　：飯坂達也（富士電機）
D部門
部 門 長：村上俊之（慶應義塾大学）
和文論文誌編修長：星　伸一（東京理科大学）
英文論文誌編修長：横山智紀（東京電機大学）
副部門長：小坂　卓（名古屋工業大学）
　　 同 　：榎本裕治（日立製作所）
総務企画担当：林屋　均（東日本旅客鉄道）
　　 同 　：伊東淳一（長岡技術科学大学）
会計担当：貝塚正明（本田技術研究所）
　　 同 　：南方英明（千葉工業大学）
編修広報担当：岩路善尚（茨城大学）
　　 同 　：塚越昌彦（東芝三菱電機産業システム）
研究調査担当：和田圭二（東京都立大学）
　　 同 　：鳥羽章夫（富士電機）
国際担当委員長：赤津　観（横浜国立大学）
国際担当副委員長：近藤圭一郎（早稲田大学）
監　　事：藤本博志（東京大学）

2．役員等に関する事項【定款第 3，5章】

（1）令和 2年度本部役員
会　　長：斉藤史郎（東　芝）
会長代理：大崎博之（東京大学）
副会長（総務企画）：南　裕二（東芝エネルギーシステムズ）
副会長（財務会計）：藤岡直人（関西電力送配電）
副会長（編修出版）：大石　潔（長岡技術科学大学）
副会長（研究調査）：大穀晃裕（三菱電機）
総務企画理事：大森隆宏（日立製作所）
財務会計理事：瀬戸晴彦（東京電力パワーグリッド）
編修出版理事：花﨑　泉（東京電機大学）
研究調査理事：道下幸志（静岡大学）
専務理事：藤原　昇（電気学会）
部門担当理事（A部門）：山崎孝則（住友電気工業）
部門担当理事（B部門）：蘆立修一（東電記念財団）
部門担当理事（C部門）：森　一之（三菱電機）
部門担当理事（D部門）：村上俊之（慶應義塾大学）
部門担当理事（E部門）：澤田和明（豊橋技術科学大学）
支部担当理事（北海道）：北　裕幸（北海道大学）
支部担当理事（東北）：春浪隆夫（東北電力ネットワーク）
支部担当理事（東京）：林　泰弘（早稲田大学）
支部担当理事（東海）：小道浩也（中部電力パワーグリッド）
支部担当理事（北陸）：水野弘一（北陸電力送配電）
支部担当理事（関西）：尾﨑雅則（大阪大学）
支部担当理事（中国）：餘利野直人（広島大学）
支部担当理事（四国）：門脇一則（愛媛大学）
支部担当理事（九州）：末廣純也（九州大学）
監　　事：小野利喜（九電テクノシステムズ）
　　 同 　：弘津研一（住友電気工業）
（2）令和 2年度部門役員
A部門
部 門 長：山崎孝則（住友電気工業）
編 修 長：永田正義（兵庫県立大学）
副部門長：加藤景三（新潟大学）
　　 同 　：岡本健次（富士電機）
総務企画担当：岡本徹志（東芝三菱電機産業システム）
　　 同 　：彦坂知行（富士電機）
会計担当：遠藤　久（日立インダストリアルプロダクツ）
　　 同 　：山本　陽（明電舎）
編修担当：間中孝彰（東京工業大学）
　　 同 　：曽根原誠（信州大学）
研究調査担当：加藤剛志（名古屋大学）
　　 同 　：栗原隆史（電力中央研究所）
監　　事：岡本達希（関東学院大学）
　　 同 　：福間眞澄（松江工業高等専門学校）
B部門
部 門 長：蘆立修一（東電記念財団）
副部門長：石亀篤司（大阪府立大学）
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　　 同 　：浦壁隆浩（東京工業大学）
E部門
部 門 長：澤田和明（豊橋技術科学大学）
副部門長：安部　隆（新潟大学）
　　 同 　：小西　聡（立命館大学）
総務企画担当：長谷川有貴（埼玉大学）
　　 同 　：野田俊彦（豊橋技術科学大学）
会計担当：青野宇紀（日立製作所）
　　 同 　：山下　馨（京都工芸繊維大学）
編修担当：河野剛士（豊橋技術科学大学）
　　 同 　：安藤妙子（立命館大学）
研究調査担当：工藤寛之（明治大学）
　　 同 　：磯部良彦（ミライズテクノロジーズ）
監　　事：年吉　洋（東京大学）
　　 同 　：石河範明（富士電機）
（3）令和 2年度支部役員
△印は支所長を示す
北海道支部
支 部 長：北　裕幸（北海道大学）
総務企画幹事：渡辺浩太（室蘭工業大学）
　　 同 　：草野　崇（北海道電力ネットワーク）
会計幹事：折川幸司（北海道大学）
　　 同 　：長谷川聖（北海道電力ネットワーク）
協 議 員：赤塚元軌（苫小牧工業高等専門学校）
　　 同 　：井口　傑（旭川工業高等専門学校）
　　 同 　：一戸昌則（北海道科学大学）
　　 同 　：片山幸一（北海道電力ネットワーク）
　　 同 　：川口秀樹（室蘭工業大学）
　　 同 　：佐藤仁樹（はこだて未来大学）
　　 同 　：高橋理音（北見工業大学）
　　 同 　：成瀬隆是（日本製鉄）
　　 同 　：芳賀善浩（北海道旅客鉄道）
　　 同 　：原　亮一（北海道大学）
監　　事：小林孝一（北海道大学）
東北支部
支 部 長：春浪隆夫（東北電力ネットワーク）
総務企画幹事：千田卓二（東北電力）
　　 同 　：遠藤　恭（東北大学）
会計幹事：加納剛史（東北大学）
　　 同 　：二上貴文（東北電力ネットワーク）
協 議 員：大場　譲（仙台高等専門学校）
　　 同 　：小澤哲也（東北学院大学）
　　 同 　：加藤　洋（東日本旅客鉄道）
　　 同 　：工藤英明（東北電力ネットワーク）
　　 同 　：佐藤文博（東北学院大学）
　　 同 　：△高橋克幸（岩手大学）
　　 同 　：田倉哲也（東北工業大学）
　　 同 　：粒来　修（東北電力）
　　 同 　：△花田一磨（八戸工業大学）

　　 同 　：△三浦　武（秋田大学）
　　 同 　：△道山哲幸（日本大学）
　　 同 　：△南谷靖史（山形大学）
　　 同 　：守山　寛（ユアテック）
　　 同 　：薮上　信（東北大学）
監　　事：家名田敏昭（東北文化学園大学）
東京支部
支 部 長：林　泰弘（早稲田大学）
総務企画幹事：小林武則（東芝エネルギーシステムズ）
　　 同 　：饗場　潔（東京電力パワーグリッド）
会計幹事：福水正隆（日立製作所）
　　 同 　：田辺隆也（電力中央研究所）
協 議 員：相川慎也（工学院大学）
　　 同 　：五十嵐洋（東京電機大学）
　　 同 　：石河範明（富士電機）
　　 同 　：板清浩二（東京電力パワーグリッド）
　　 同 　：井上秀幸（日本電気）
　　 同 　：浦野昌一（明治大学）
　　 同 　：大木義路（早稲田大学）
　　 同 　：岡田弘志（日立製作所）
　　 同 　：小川文彦（日立製作所）
　　 同 　：沖野晃俊（東京工業大学）
　　 同 　：△金子裕良（埼玉大学）
　　 同 　：栗原隆史（電力中央研究所）
　　 同 　：桑畑周司（東海大学）
　　 同 　：△江　偉華（長岡技術科学大学）
　　 同 　：近藤俊介（電源開発）
　　 同 　：佐伯憲一（日本製鉄）
　　 同 　：△佐久間洋志（宇都宮大学）
　　 同 　：島岡一博（産業技術総合研究所）
　　 同 　：鈴木憲吏（東京都市大学）
　　 同 　：△高野明夫（沼津工業高等専門学校）
　　 同 　：△辻　隆男（横浜国立大学）
　　 同 　：坪井敏宏（東京電力ホールディングス）
　　 同 　：直井伸也（東芝エネルギーシステムズ）
　　 同 　：△橋本誠司（群馬大学）
　　 同 　：馬場旬平（東京大学）
　　 同 　：原　徳幸（明電舎）
　　 同 　：藤本康孝（横浜国立大学）
　　 同 　：堀　豊貴（昭和電線ケーブルシステム）
　　 同 　：松澤　勝（三菱電機）
　　 同 　：満倉靖恵（慶應義塾大学）
　　 同 　：宮武昌史（上智大学）
　　 同 　：△柳平丈志（茨城大学）
　　 同 　：△矢野浩司（山梨大学）
　　 同 　：山本貴光（鉄道総合技術研究所）
　　 同 　：△脇本隆之（千葉工業大学）
監　　事：黒瀬　健（三菱電機）
　　 同 　：市川路晴（電力中央研究所）
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会計幹事：佐藤伸吾（関西大学）
　　 同 　：山下育男（関西電力）
協 議 員：石飛　学（奈良工業高等専門学校）
　　 同 　：井上　馨（同志社大学）
　　 同 　：上田晃司（三菱電機）
　　 同 　：岡　好浩（兵庫県立大学）
　　 同 　：小倉慎太郎（日新電機）
　　 同 　：小田　昇（関西鉄道協会）
　　 同 　：久保　理（大阪大学）
　　 同 　：久保幸弘（立命館大学）
　　 同 　：塩川明実（パナソニック）
　　 同 　：眞銅雅子（大阪工業大学）
　　 同 　：田中　剛（ダイヘン）
　　 同 　：津山美穂（近畿大学）
　　 同 　：長谷　卓（関西電力送配電）
　　 同 　：西野憲一郎（西日本旅客鉄道）
　　 同 　：松尾浩之（富士電機）
　　 同 　：美舩　健（京都大学）
　　 同 　：村田義直（住友電気工業）
　　 同 　：吉岡理文（大阪府立大学）
　　 同 　：米森秀登（神戸大学）
監　　事：坂口恭生（住友電気工業）
　　 同 　：皆川忠郎（三菱電機）
中国支部
支部長：餘利野直人（広島大学）
総務企画幹事：勝部耕次（中国電力ネットワーク）
　　 同 　：造賀芳文（広島大学）
会計幹事：間屋口信博（中電工）
　　 同 　：藤山　徹（中国電力ネットワーク）
協 議 員：麻原寛之（岡山理科大学）
　　 同 　：今尾浩也（松江工業高等専門学校）
　　 同 　：井本哲也（中国電機製造）
　　 同 　：大木　誠（鳥取大学）
　　 同 　：尾﨑哲哉（東ソー）
　　 同 　：髙橋明子（岡山大学）
　　 同 　：廿日出好（近畿大学）
　　 同 　：日髙良和（宇部工業高等専門学校）
　　 同 　：丸谷祐司（JFEスチール）
　　 同 　：吉田義昭（広島工業大学）
　　 同 　：脇谷　伸（広島大学）
監　　事：岡村幸壽（中電技術コンサルタント）
四国支部
支 部 長：門脇一則（愛媛大学）
総務企画幹事：田中達治（阿南工業高等専門学校）
　　 同 　：尾崎良太郎（愛媛大学）
会計幹事：木村優也（住友共同電力）
　　 同 　：井堀春生（愛媛大学）
協 議 員：石橋次郎（四国電力）
　　 同 　：加藤直亮（住友共同電力）

東海支部
支 部 長：小道浩也（中部電力パワーグリッド）
総務企画幹事：吉山総志（中部電力パワーグリッド）
　　 同 　：加藤丈佳（名古屋大学）
会計幹事：雪田和人（愛知工業大学）
　　 同 　：佐藤徳孝（名古屋工業大学）
協 議 員：有賀信雄（シンフォニアテクノロジー）
　　 同 　：梅野孝治（豊田中央研究所）
　　 同 　：大川恭史（日本ガイシ）
　　 同 　：五藤和志（愛知電機）
　　 同 　：駒田　諭（三重大学）
　　 同 　：下廣大輔（中部電力パワーグリッド）
　　 同 　：関川純哉（静岡大学）
　　 同 　：曽根原誠（信州大学）
　　 同 　：滝川浩史（豊橋技術科学大学）
　　 同 　：田畑壮章（富士電機）
　　 同 　：津田紀生（愛知工業大学）
　　 同 　：冨田睦雄（岐阜工業高等専門学校）
　　 同 　：長谷川勝（中部大学）
　　 同 　：森脇英久（東芝エネルギーシステムズ）
　　 同 　：安井晋示（名古屋工業大学）
　　 同 　：山田隆弘（デンソー）
　　 同 　：山中三四郎（名城大学）
　　 同 　：吉田　隆（名古屋大学）
監　　事：岩蕗寛康（三菱電機）
北陸支部
支 部 長：水野弘一（北陸電力送配電）
総務企画幹事：伊藤弘昭（富山大学）
　　 同 　：吉江弘治（北陸電力送配電）
会計幹事：川村裕直（北陸電力）
　　 同 　：直江伸至（国際高等専門学校）
協 議 員：秋山　肇（福井工業高等専門学校）
　　 同 　：伊藤雅一（福井大学）
　　 同 　：上田智之（北陸電力送配電）
　　 同 　：宇野敦司（北陸電力送配電）
　　 同 　：岡本征晃（石川工業高等専門学校）
　　 同 　：桑島史欣（福井工業大学）
　　 同 　：小出　明（富山大学）
　　 同 　：齊田　茂（関西電力送配電）
　　 同 　：澤井　圭（富山県立大学）
　　 同 　：多田和広（富山高等専門学校）
　　 同 　：津田敏宏（金沢工業大学）
　　 同 　：中野裕介（金沢大学）
　　 同 　：細川利規（北陸電機製造）
監　　事：金邉　忠（福井大学）
関西支部
支 部 長：尾﨑雅則（大阪大学）
総務企画幹事：真田雅之（大阪府立大学）
　　 同 　：杉原英治（大阪大学）
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今井伸一（東光高岳）
今坂公宣（九州産業大学）
岩崎　誠（名古屋工業大学）
遠藤　恭（東北大学）
大石　潔（長岡技術科学大学）
大川剛直（神戸大学）
大久保昌利（関西電力送配電）
大熊康浩（富士電機）
大崎博之（東京大学）
大西公平（慶應義塾大学）
小笠原悟司（北海道大学）
岡本　浩（東京電力パワーグリッド）
尾﨑雅則（大阪大学）
小野　靖（東京大学）
勝野　徹（富士電機）
加藤丈佳（名古屋大学）
加納剛史（東北大学）
川上紀子（東芝三菱電機産業システム）
河村篤男（横浜国立大学）
北　裕幸（北海道大学）
木本　晃（佐賀大学）
久保川淳司（広島工業大学）
斉藤一成（四国電力送配電）
斉藤史郎（東　芝）
斎藤英揮（東芝エネルギーシステムズ）
佐藤育子（東京電力パワーグリッド）
澤　敏之（日立製作所）
清水敏久（東京都立大学）
白井康之（京都大学）
新藤孝敏（電力中央研究所）
神保泰彦（東京大学）
末廣純也（九州大学）
杉原英治（大阪大学）
清治岳彦（日立製作所）
芹澤善積（電力中央研究所）
曽根光男（東海大学）
曽根原誠（信州大学）
大穀晃裕（三菱電機）
髙尾智明（上智大学）
髙橋　誠（愛知電機）
田所通博（三菱電機）
田中幸二（日立製作所）
田畑　修（京都先端科学大学）
玉井伸三（東芝三菱電機産業システム）
千田卓二（東北電力）
寺井清寿（東芝インフラシステムズ）
寺園勝志（安川電機）
直江伸至（国際高等専門学校）
長尾伸二（東芝産業機器システム）

　　 同 　：菅　史夫（四国総合研究所）
　　 同 　：鈴木浩司（徳島大学）
　　 同 　：高尾英邦（香川大学）
　　 同 　：谷本　壮（高知工業高等専門学校）
　　 同 　：寺西研二（徳島大学）
　　 同 　：八田章光（高知工科大学）
　　 同 　：平尾正幸（四国計測工業）
　　 同 　：松木寿夫（三菱電機）
　　 同 　：本村英樹（愛媛大学）
　　 同 　：弓達新治（愛媛大学）
監　　事：田中貴之（四国電力）
九州支部
支 部 長：末廣純也（九州大学）
総務企画幹事：中野道彦（九州大学）
　　 同 　：安部征哉（九州工業大学）
会計幹事：高木康伸（九州電力送配電）
　　 同 　：徳留健一（九州電力）
協 議 員：青木振一（崇城大学）
　　 同 　：阿部良樹（日本製鉄）
　　 同 　：井上昌睦（福岡工業大学）
　　 同 　：今坂公宣（九州産業大学）
　　 同 　：△浦崎直光（琉球大学）
　　 同 　：王　斗艶（熊本大学）
　　 同 　：川崎敏之（西日本工業大学）
　　 同 　：木本　晃（佐賀大学）
　　 同 　：後藤雄治（大分大学）
　　 同 　：小浜輝彦（福岡大学）
　　 同 　：庄山正仁（九州大学）
　　 同 　：千住智信（琉球大学）
　　 同 　：武居　周（宮崎大学）
　　 同 　：田邉　隆（三菱重工業）
　　 同 　：筒井宏次（東芝三菱電機産業システム）
　　 同 　：八野知博（鹿児島大学）
　　 同 　：藤村　茂（早稲田大学）
　　 同 　：松平和之（九州工業大学）
　　 同 　：宮﨑浩一（久留米工業高等専門学校）
　　 同 　：柳井武志（長崎大学）
　　 同 　：吉見太佑（安川電機）
　　 同 　：若林大輔（日本文理大学）
監　　事：中澤雅明（九州電力送配電）

（4）令和 2年度代議員（90 名）
　任期は令和 2年 3 月 12 日〜 2 年後に実施される代議員
選挙終了の時まで

蘆立修一（東電記念財団）
五十嵐一（北海道大学）
池田善久（愛媛大学）
石亀篤司（大阪府立大学）
石川和明（中部電力）
石川裕記（岐阜大学）
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　　 同 　：田中幸二（日立製作所）
　　 同 　：中川聡子（東京都市大学）
　　 同 　：中本哲哉（東芝エネルギーシステムズ）
　　 同 　：福井伸太（東洋大学）
　　 同 　：松本　聡（芝浦工業大学）
　　 同 　：安田恵一郎（東京都立大学）
　　 同 　：山口　博（関東電気保安協会）
　　 同 　：山本直幸（日立製作所）
　　 同 　：横山明彦（東京大学）
部門代表：川上紀子（東芝三菱電機産業システム）
　　 同 　：清水敏久（東京都立大学）
　　 同 　：神保泰彦（東京大学）
　　 同 　：鈴木博章（筑波大学）
　　 同 　：〈芹澤善積（電力中央研究所）〉※ 2
　　 同 　：寺井清寿（東芝インフラシステムズ）
　　 同 　：西川宏之（芝浦工業大学）
　　 同 　：前中一介（兵庫県立大学）
　　 同 　：吉村健司（電力計算センター）
支部代表：五十嵐一（北海道大学）
　　 同 　：〈大崎博之（東京大学）〉※ 3
　　 同 　：〈岡本　浩（東京電力パワーグリッド）〉※ 4
　　 同 　：下村直行（徳島大学）
　　 同 　：白井康之（京都大学）
　　 同 　：田岡久雄（大和大学）
　　 同 　：田所通博（三菱電機）
　　 同 　：田苗　博（北日本電線）
　　 同 　：田中康規（金沢大学）
　　 同 　：豊田浩孝（名古屋大学）
　　 同 　：林　則行（宮崎大学）
　　 同 　：平木英治（岡山大学）
　　 同 　：福島　透（中国電力ネットワーク）
　　 同 　：藤井　裕（北海道電力）
　　 同 　：松浦昌則（電力中央研究所）
　　 同 　：皆本佳計（新居浜工業高等専門学校）
　　 同 　：山科秀之（九州電力送配電）
　　 同 　：吉澤　誠（東北大学）
事業維持員代表：阿部公哉（東北電力ネットワーク）
　　 同 　：市川弥生次（中部電力パワーグリッド）
　　 同 　：伊藤孝充（明電舎）
　　 同 　：〈岡本　浩（東京電力パワーグリッド）〉※ 4
　　 同 　：近藤史郎（富士電機）
　　 同 　：斎藤幸司（東芝エネルギーシステムズ）
　　 同 　：柴田俊和（住友電気工業）
　　 同 　：〈清治岳彦（日立製作所）〉※ 1
　　 同 　：高澤範行（三菱電機）
　　 同 　：廣渡　健（九州電力送配電）
　　 同 　：福田　隆（関西電力送配電）
　　 同 　：向山晋一（古河電気工業）
役　　員：大石　潔（長岡技術科学大学）

中川活二（日本大学）
中川聡子（東京都市大学）
中島慶人（電力中央研究所）
中本哲哉（東芝エネルギーシステムズ）
西川宏之（芝浦工業大学）
野田和俊（産業技術総合研究所）
箱田　清（中部電力パワーグリッド）
長谷川隆章（住友電気工業）
濱田　浩（東京電設サービス）
林　泰弘（早稲田大学）
日髙邦彦（東京電機大学）
日髙良和（宇部工業高等専門学校）
平木英治（岡山大学）
福井伸太（東洋大学）
福見　稔（徳島大学）
藤岡直人（関西電力送配電）
藤原　昇（電気学会）
二上貴文（東北電力ネットワーク）
北條昌秀（徳島大学）
前中一介（兵庫県立大学）
牧田真治（デンソー）
松本　聡（芝浦工業大学）
水野弘一（北陸電力送配電）
南　裕二（東芝エネルギーシステムズ）
峯田　貴（山形大学）
森　一之（三菱電機）
安田恵一郎（東京都立大学）
山口　博（関東電気保安協会）
山崎秀樹（中部電力パワーグリッド）
山本吉朗（鹿児島大学）
山本直幸（日立製作所）
横山明彦（東京大学）
吉江弘治（北陸電力送配電）
吉田　隆（名古屋大学）
餘利野直人（広島大学）

（5）令和 2年度有識者会議委員（70 名）
本部代表：生駒昌夫（きんでん）
　　 同 　：伊藤久徳（中部電力）
　　 同 　：今井伸一（東光高岳）
　　 同 　：大久保昌利（関西電力送配電）
　　 同 　：大熊康浩（富士電機）
　　 同 　：大西公平（慶應義塾大学）
　　 同 　：小野　靖（東京大学）
　　 同 　：小橋秀一（三菱電機エンジニアリング）
　　 同 　：斎藤英揮（東芝エネルギーシステムズ）
　　 同 　：佐藤育子（東京電力パワーグリッド）
　　 同 　：〈清治岳彦（日立製作所）〉※ 1
　　 同 　：〈芹澤善積（電力中央研究所）〉※ 2
　　 同 　：竹下隆晴（名古屋工業大学）
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同 　：〈大崎博之（東京大学）〉※ 3
同 　：大森隆宏（日立製作所）
同 　：小野利喜（九電テクノシステムズ）
同 　：斉藤史郎（東　芝）
同 　：瀬戸晴彦（東京電力パワーグリッド）
同 　：大穀晃裕（三菱電機）
同 　：花﨑　泉（東京電機大学）
同 　：弘津研一（住友電気工業）
同 　：藤岡直人（関西電力送配電）
同 　：藤原　昇（電気学会）
同 　：道下幸志（静岡大学）
同 　：南　裕二（東芝エネルギーシステムズ）

重複者は〈氏名〉※と記載

3．事務局の現況【定款第 44 条】

（1）組織及び要員（令和 3年 3月 31 日現在）

（2）組織改編
なし

（3）主な人事（R2.4 . 1〜R3 .3 . 31）
・職員退職　2名
・職員採用　1名

4．会議等に関する事項【定款第 4，6章】

（1）第 108 回通常総会

（2）理事会

役職 職員 企業より
出向・派遣

臨時職員・
人材派遣等

合計 備考

事務局長 （1） 0 注 1
事務局長代理 1 1 注 2
総務課（総務） 3(1) 2 5 注 2
総務課（技術者教育） 1 1 2
総務課（経理） 3 3 注 3
編修出版課（編修） 4 2 6 注 3
編修出版課（出版） 2 1 3
事業サービス課 4 1 5
標準化推進室 1 2 1 4
合計 19 2 8 29
注 1：専務理事が兼務，（　）表示
注 2：事務局長代理と総務課長は兼務，（　）表示
注 3：職員のうち 1名は再雇用者

開催日 場所 出席者数 議決事項
R2.6 . 4 電気学会

会議室
代議員総数
90 名 中 87
名（うち委
任状 77 名）

報�告事項 1　�令和元年度事業報
告

第 �1 号議案　�令和元年度決算報
告の件

報�告事項 2　�公益目的支出計画
実施報告

報�告事項 3　�令和 2 年度事業計
画ならびに令和 2
年度収支予算

第 �2 号議案　�新任理事および監
事の選任の件

第 �3 号議案　名誉員の推薦の件

開催日 審議 ･承認議案 審議結果
令和元年度
第 6回
R2 .5 . 14

3．令和元年度決算報告（案）
4．定期預金満期に伴う資金運用案
5．寄付金（募金，残金）の受入
6．公益目的支出計画実施報告
7．�研究会資料（電子版）の一時的な運用と座
長・発表者への無料提供について

8．経営企画委員会運営要綱の改正
9．国際活動委員会委員長の交代
10．電気規格調査会 2号委員の交代
11．�入会金ならびに会費の減免措置（東海支

部，中国支部）
12．会員入会の承認

承認
承認
承認
承認
承認

承認
承認
承認
承認

承認
令和 2年度
第 1回
R2 .6 . 4

［Ⅰ号議案］
1．各理事の役職選定（定款第 23 条 2 項）
2．令和 2年度理事会開催予定等
3．電気規格調査会 2号委員の交代
4．入会金の減免措置（九州支部）

承認
承認
承認
承認

令和 2年度
第 2回
R2 .7 . 17

［Ⅰ号議案］
1．研究会資料電子化システムの更新について
2．�電子情報通信学会との連携企画により学会
誌に記事を同時掲載する際の著作権に関す
る覚書の締結について

3．国際会議 IPEC2022 の開催について
4．�ISPSD2021 における IEEE出版関連許諾申
請書について

5．出版事業委員会委員の交代
6．電気規格調査会 2号委員の交代
7．�入会金ならびに会費の減免措置（D部門，
北海道支部）

8．会員入会の承認

承認
承認

承認
承認

承認
承認
承認

承認
令和 2年度
第 3回
R2 .10 . 8

［Ⅰ号議案］
1．�代表理事および業務執行理事の職務執行状
況報告

2．令和 3年度戦略的事業予算申請
3．満期償還に伴う資金運用（案）
4．令和 2年度年寄付金受入
5．令和 3年表彰投票有権者の選定
6．令和 2年度上級会員の認定
7．�「代議員選出規程」の改正と「代議員の選
出スケジュールなどの申し合わせ」の制定

8．�「会議・委員会等出席者の交通費に関する
申し合わせ」の改正

9．入会金の減免措置（東海支部）
10．会員入会の承認
11．理事会に提出される資料の扱いについて

承認

承認
承認
承認
承認
承認
承認

承認

承認
承認
承認

令和 2年度
第 4回
R2 .12 . 3

［Ⅰ号議案］
1．令和 3年度役員等候補者の選定
2．�第 109 回通常総会開催（案）と特別講演講
師推薦依頼

3．�定期預金の満期に伴う資金運用（案）
4．�第 14 回電気技術顕彰「でんきの礎」の決
定

5．2020 年度学会図書の在庫調整について
6．2020 年度教科書等の廃刊について
7．�電子情報通信学会との連催開催の研究会に
関する覚書の改定について

8．�「外部機関が実施する表彰・助成等への候
補者推薦の手引き」の改正

9．出版事業委員会委員の交代
10．電気規格調査会 2号委員の交代
11．�入会金ならびに会費の減免措置（E部門，

東北支部，北陸支部）
12．会員入会の承認

承認
承認

承認
承認

承認
承認
承認

承認

承認
承認
承認

承認
令和 2年度
第 5回
R3 .3 . 4

［審議］
1．令和 3年度事業計画（案）
2．令和 3年度予算案について
3．�令和 3年度本部・部門・支部役員の投票結
果および本部役員の選出

4．名誉員の推薦
5．フェローの認定
6．電気機能材料工業会からの寄付受入
7．電気学会第 109 回通常総会について

承認
承認
承認

承認
承認
承認
承認

開催日 審議 ･承認議案 審議結果
令和元年度
第 6回
R2 .5 . 14

［Ⅰ号議案］
1．�会長，会長代理および専務理事　職務執行
状況報告

2．令和元年度事業報告（案）

承認

承認



8

（3）理事会承認による規程類の制定・改正・廃止

（4）各種会議 ･委員会等の開催実績

開催日 審議・承認議案 審議結果
令和元年度
第 6回
R2 .5 . 14

（本部・運要 7）経営企画委員会運営要綱 改正

令和 2年度
第 3回
R2 .10 . 8

（総務・規程 14）代議員選出規程
（総務・規程 14─0─1）�代議員の選出スケジュー

ルなどの申し合わせ
（総務・規程 1─0─3）�会議・委員会等出席者の

交通費に関する申し合わ
せ

改正
制定

改正

令和 2年度
第 4回
R2 .12 . 3

（総務・規程 4─0─1）�外部機関が実施する表彰・
助成等への候補者推薦の
手引き

改正

令和 2年度
第 5回
R3 .3 . 4

（総務・規程 4─0─1）�外部機関が実施する表彰・
助成等への候補者推薦の
手引き

（総務・規程 4─0─3）�外部機関へ提出する推薦
書・要望書等の手引き

（総務・規程 1─5）事務局の運営管理規程細目

一部改正

制定

改正

回数
通 常 総 会 1
理 事 会 6
有 識 者 会 議 1
経営企画委員会（幹事会，臨時回 3回を含む） 8
　新�進会員活動委員会 3
総務会議（メール審議 1回を含む） 5
技術者教育委員会 3
J A B E E 部 会 1
��� � 分 野 別 委 員 会 1
CPD部会 4
　　電気電子・情報系CPD協議会 0
　　日本技術士会との意見交換会 4
教育支援部会 3
広報委員会 1
　社会連携委員会 3
　フェロー審査委員会（メール審議） 1
　上級会員資格審査委員会（メール審議） 1
IEEJ プロフェッショナル運営委員会（メール審議） 2

　でんきの月連絡協議会（メール審議） 1
倫 理 委 員 会 5
幹　事　会 5

教 育 W G 1
表彰委員会（メール審議） 3
　進歩賞小委員会 1
論文・著作賞小委員会 0
顕 彰 委 員 会 1
顕 彰 選 考 小 委 員 会 7
会 計 会 議 5
編 修 会 議 3
　編修委員会（部会などを含む） 27
出 版 事 業 委 員 会 3
教 科書・専門書部会 3
技 術 啓 発 書 部 会 3
研究調査会議（メール審議 1回を含む） 4
全国大会委員会 1
　　 〃 　小委員会 3
電気システムセキュリティ特別技術委員会（幹事
会 2回，メール審議 1回を含む）

4

国際活動委員会 3

A 部 門 役 員 会 5
B 部 門 役 員 会 5
C 部 門 役 員 会 5
D 部 門 役 員 会 5
E 部 門 役 員 会 5
A 部 門 編 修 委 員 会 5
B 部 門 編 修 委 員 会 6
C 部 門 編 修 委 員 会 6
D 部門編修広報委員会 4
D部門和文論文誌論文委員会主査会 5
D部門英文論文誌論文委員会主査会 2
E 部 門 編 修 委 員 会 6
論 文 委 員 会 35
研 究 調 査 運 営 委 員 会
A 部 門 5
B 部 門 4
C 部 門 5
D 部 門 4
E 部 門 5
技 術 委 員 会
A 部 門 40
B 部 門 40
C 部 門 42
D 部 門 59
E 部 門 10

専 門 委 員 会
A 部 門 90
B 部 門 91
C 部 門 119
D 部 門 176
E 部 門 22

開催日 審議 ･承認議案 審議結果
令和 2年度
第 5回
R3 .3 . 4

8．�「外部機関が実施する表彰・助成等への候
補者推薦の手引き」の一部改正

9．�「外部機関へ提出する推薦書・要望書等の
手引き」の制定

10．「事務局の運営管理規程細目」の改正
11．�倫理委員会委員長退任に伴う新委員長の

指名
12．出版事業委員会委員の交代
13．�本部主催国際会議Transducers2023 開催

について
14．「休会」扱いの廃止について
15．�入会金ならびに会費の減免措置（A部門，

中国支部）
16．会員入会の承認

承認

承認

承認
承認

承認
承認

承認
承認

承認
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5．�研究発表会・講演会・講習会および見学会の開催
に関する事項【定款第 4条 1号】

（1）全国大会の充実
　全国の研究者，技術者の討論の場である「令和 3年電
気学会全国大会」は大阪大学で開催する予定であった
が，新型コロナウイルスの影響により，全国大会委員会
および大会実行委員会にて慎重に検討を重ねた結果，オ
ンラインによる開催を決定し，実施した。
　一般セッションやシンポジウム，展示会や特別講演と
いった恒例イベントに対しオンライン用マニュアル整備
など周到に準備した結果，大きな混乱もなく，盛会裏に
終了した。
　また，「学生向けキャリアセッション」「U─21 学生研究
発表会」等のイベントを実施するとともに参加者へのサ
ービス向上を図った。

（2）総合力を発揮した部門活動の展開
　本部・支部と連携しつつ各部門の特徴を生かした活力
ある活動を展開した。
　論文誌の発行，研究調査活動，研究会活動，部門大会
の開催などの各事業の推進に際しては，コア技術を生か
しつつ，新規分野の取り込みや他部門・他学協会との連
携強化などの将来展開を考慮した取り組みを実施した。

・本部・技術委員会等主催の公開技術会合

研 究 会
A 部 門 36
B 部 門 25
C 部 門 50
D 部 門 53
E 部 門 10

合計 1,111 回
　電気規格調査会の会合数は P.18 に別掲

技術会合名 開催場所，
開催期間 主催

産業応用フォーラム「需要設備にお
ける電力品質向上を目指したメンテ
ナンスのスマート化動向」

オンライン
2020 .11 . 9

スマートファシ
リティ技術委員
会

産業応用フォーラム「需要家電力資
源によるエネルギーサービス」

オンライン
2020 .11 . 26

スマートファシ
リティ技術委員
会

産業応用フォーラム「上下水道施設
における制御技術の変遷と最新動向」

ハイブリッド
（ルーテル市ヶ
谷センター，オ
ンライン）
2021 .1 . 28

公共施設技術委
員会

産業応用フォーラム「ACドライブ
システムのセンサレスベクトル制御」

オンライン
2021 .2 . 1

モータドライブ
技術委員会

産業応用フォーラム「上下水道施設
における効率的運用のためのシステ
ム技術の現状と展望」

ハイブリッド
（ルーテル市ヶ
谷センター，オ
ンライン）
2021 .2 . 15

公共施設技術委
員会

産業応用フォーラム「回転機電磁界
解析の実用的総合評価技術」

オンライン
2021 .3 . 16

回転機技術委員
会

産業応用フォーラム「初心者向け技
術講習会『PMモータドライブの基
礎技術─ PMモータのしくみから動
かし方まで─』」

オンライン
2021 .3 . 17

モータドライブ
技術委員会

産業応用フォーラム「用途指向形次
世代モータの技術動向と用途別機電
一体化技術』

オンライン
2021 .3 . 18

回転機技術委員
会

電力・エネルギー／産業応用合同フ
ォーラム「電動車両を活用した最新
VPP実証実験結果とその動向」

ハイブリッド
（ルーテル市ヶ
谷センター，オ
ンライン）
2021 .1 . 21

新エネルギー・
環境技術委員会
／自動車技術委
員会

技術会合名 開催場所，
開催期間 主催

安全工学シンポジウム 2020「レジリ
エントな社会を実現する安心・安全」

オンライン
2020 .7 . 1 〜 2

電気学会（幹事
学会）

9th�International�Symposium�on�
Electrical�Insulating�Materials

オンライン
2020 .9 . 13 〜 17

誘電・絶縁材料
技術委員会

日本のライフラインを支える電力設
備シンポジウム

オンライン
2020 .11 . 16

静止器技術委員
会

IEEJ�PES─IEEE�PES�Thailand�Joint�
Symposium�on�Advanced�
Technology�in�Power�Systems�2021

オンライン
2021 .3 . 19

電力・エネルギ
ー部門

第 24 回エネルギーワンダーランド オンライン
2021 .3 . 27

電力・エネルギ
ー部門

第 49 回 EMシンポジウム オンライン
2020 .10 . 6

電子回路技術委
員会

第 25 回知能メカトロニクスワークシ
ョップ（IMEC2020）

オンライン
2020 .10 . 6

知覚情報技術委
員会

The�23rd�International�Conference�
on�Electrical�Machines�and�Systems
（ICEMS2020）

オンライン
2020 .11 . 24
〜 27

産業応用部門

The�7th�IEEJ�international�
workshop�on�Sensing,�Actuation,�
Motion�Control,�and�Optimization
（SAMCON2021）

オンライン
2021 .3 . 10 〜 12

産業応用部門

・全国大会・部門大会等の開催実績

（3）総合力を発揮した支部活動の展開
　�　本部・部門と連携しつつ地域に密着した事業を展開
し，技術交流や技術研鑽の場の提供を通じ会員サービス
に努め，併せて会員増加を計画したが，新型コロナウイ
ルスの影響により，例年に比べ大幅に少ない実績となっ
た。

大会名 開催場所 参加者数 発表件数
全国大会 オンライン（大阪

大学）
2021 .3 . 9〜11

2 ,665 名 一般講演
　：1,142 件
シンポジウム
　：1,118 件

A部門（基礎・材
料・共通部門）大会

オンライン（朱鷺
メッセ）
2020 .9 . 1 〜 3

321 名 182 件

B部門（電力・エネ
ルギー部門）大会

オンライン（東北
大学）
2020 .9 . 9 〜 11

806 名 317 件

C 部 門（ 電 子・ 情
報・システム部門）
大会

富山県立大学
2021 年へ延期

─ ─

D部門（産業応用部
門）大会

長岡技術科学大学
2021 年へ延期

─ ─

E部門（センサ・マ
イクロマシン部門）
大会

オンライン（熊本
城ホール）
2020 .10 . 26〜28

416 名 184 件



10

た。また，積極的に特集を企画し，投稿論文を増やす努
力を継続した。さらに，論文誌Dに掲載された和文論
文の中から，優秀な論文を翻訳して英文論文誌Dに掲
載することを継続して実施しており，令和 2年度は 13
件の翻訳掲載を行った。
　論文誌の国際化，アジアの取り込み戦略の具体的方策
として，外国の方に論文幹事を務めていただくことを積
極的に進めることを目標とし，まずは IF 向上のための
有効な手段を講ずるために，アジアで良質の論文を集め
るためのキーパーソンとなる方に，論文委員となってい
ただくことを各部門において推進した。

（3）会誌等の発行実績
1）学会誌
①発行内容
　総ページ数，発行部数は次表のようになり，前年度差で
50 ページ減，2,660 部減となった。

②掲載種別とページ数

巻・号（＝月）
ページ数

発行部数
本文 広告 計

140 .4 71 .5 8 . 5 80 20 ,770
140 .5 65 . 5 6 . 5 72 20 ,900
140 .6 65 . 5 4 . 5 70 20 ,900
140 .7 113 9 122 20 ,800
140 .8 61 7 68 20 ,100
140 .9 69 . 5 4 . 5 74 20 ,100
140 .10 66 10 76 19 ,500
140 .11 56 .5 7 . 5 64 19 ,480
140 .12 61 7 68 20 ,000
141 .1 61 9 70 20 ,000
141 .2 66 6 72 20 ,000
141 .3 69 7 76 20 ,000
合計 825 .5 86 .5 912 242 ,550

＊発行日は毎月 1日

・支部活動の開催実績

・支部連合大会等の開催実績

6．会誌および図書の発行に関する事項【定款第4条 2号】

（1）電気学会誌の更なる充実
　広範囲な分野から分かりやすく，読みやすい記事の企
画・掲載を行うことをこころがけ，各部門の協力も得な
がら，最先端のテーマを取り上げ記事化した。
　また，気軽に読める記事「コーヒーブレイク」を引き
続き掲載した。

（2）論文誌の更なる充実
　共通英文論文誌の令和元年の IF（インパクトファク
ター）は 0.668 となった。数値向上のための効果的な方
策として，引用回数を増やすため，著名人による解説論
文を令和 2年度も引き続き掲載した。また，毎月発行に
よる共通英文論文誌のページ数増加により，「特集」の
企画が可能となり，B部門からの企画提案で，令和 2年
5月号に B部門研究会における優秀論文発表賞と技術委
員会表彰の論文を英訳化した特集，Special� issue�on�
Excellent�Paper�Presentation�Award�and�Technical�
Committee�Award�of�Power�&�Energy�Society,�2018 が
組まれた。
　英文論文誌D（IEEJ�Journal�of�Industry�Applications）
は，早期の SCI 登録申請を目指して，Vol.9�No.6（令和
2 年 11 月号）より，J─STAGE にて早期公開を開始し

支部
項目 北海道 東北 東京 東海 北陸 関西 中国 四国 九州 計

連合大会等 1 1 0 1 1 1 1 1 1 8
講演会関係 0 8 11 3 1 6 4 4 3 40
講習会関係 2 0 4 0 0 1 1 1 1 10
見学会関係 0 1 0 0 1 0 0 0 0 2
発表会関係 0 1 9 3 0 0 1 1 3 18
その他 0 5 7 11 1 7 6 1 3 41

計 3 16 31 18 4 15 13 8 11 119

大会名 開催場所 参加者数 発表件数
北海道支部連合大
会

オンライン（北海道
科学大学）
2020 .11 . 7

278 名 一般講演：139 件

東北支部連合大会 書面開催（日本大学）
2020 .8 . 27

219 名 一般講演：219 件

東京支部カンファ
レンス

中止 ─ ─

東海支部連合大会 オンライン（愛知県
立大学）
2020 .9 . 3 〜 4

584 名 一般講演：346 件

北陸支部連合大会 オンライン（福井大
学）
2020 .9 . 13

350 名 一般講演：172 件

関西連合大会 立命館大学
2020 .11 . 14 〜 15

390 名 一般講演：150 件

中国支部連合大会 オンライン（岡山県
立大学）
2020 .10 . 24

426 名 一般講演：206 件

四国支部連合大会 書面開催（愛媛大学）
2020 .9 . 26

192 名 一般講演：168 件

九州支部連合大会 オンライン（九州産
業大学）
2020 .9 . 26 〜 27

549 名 総講演：353 件

掲載種別 ページ数
巻頭，随想，論説 �12
講　演 � � 6
特　集 255
解　説 �48
取　材 �41
技術探索 �47
座談会 � � 0
対談 � � 4
学生のページ �43
支部のページ �24
コーヒーブレイク �10
その他，トピックスなど � � 3
技術レポート � � 0
学会だより �76
電気規格調査会だより � � 6
技術報告要旨 �13
論文誌目次 �47
会員の声 � � 0
編集後記・委員会リスト �12
表　紙 �12
目次（口絵を含む） �28
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2）論文誌（部門誌）
①発行内容
　論文誌A〜Eの総ページ数は 5,819 ページとなり，前年
度差で 93 ページ減となった。

3）�共通英文論文誌（TEEE:�IEEJ�Transactions�on�
Electrical�and�Electronic�Engineering）

　アメリカの John�Wiley�&�Sons 社から冊子と電子ジャー
ナル版で出版していたが，Vol.15，No.1 から電子ジャーナ
ル版のみに移行した。TEEEの総ページ数は 1,829 ページ
となり，前年度差で 5ページ減となった。

（4）時代の動向や社会のニーズをとらえた出版推進
　�　電気技術の発展に合わせて新刊の教科書を発行した。
技術報告では各部門，本部を合せて 37 点を発行した。
1）教科書などの発行　合計 16 点，13 ,900 部
①新刊：1点，1,400 部
・教科書 1点，1,400 部

種別
部門誌名

論文・レター 解説・その他
ページ数

合計
ページ数ページ数 件　数

論文誌A 612 101 98 710
論文誌 B 870 103 206 1 ,076
論文誌 C 1,488 203 58 1 ,546
論文誌D 1,045 126 168 1 ,213
英文論文誌D 804 93 6 810
論文誌 E 388 66 76 464
合　計 5,207 692 612 5 ,819

Vol.・No.
論文・レター

ページ数 件数
15・4 152 20
15・5 191 26
15・6 150 18
15・7 144 18
15・8 116 18
15・9 152 18
15・10 142 16
15・11 148 18
15・12 161 18
16・1 167 19
16・2 155 17
16・3 151 19

合計 1,829 225

№ 書　　名 発行日 発行部数
1 誘電体現象論 改訂版 2021 .3 . 15 1 , 400

計 1 ,400

掲載種別 ページ数
その他，奥付など �42 .5
会告 � 96
広告 � 86 .5
合計 912

②重版：15 点，12 ,500 部
・教科書 13 点，11 ,300 部

・専門工学書 1点，700 部

・技術啓発書 1点，500 部

2）技術報告の発行
新刊 37 点，5,576 部
A部門：6点，879 部

B部門：14 点，2,046 部

№ 書　　名 発行日 発行部数
1 電気磁気学（3版改訂） 2020 .7 . 1 3 , 000
2 電気磁気学問題演習詳解 2020 .7 . 1 700
3 電気電子計測の基礎 2020 .7 . 1 1 , 000
4 定常回路解析 2020 .7 . 15 100
5 発電工学（改訂版） 2020 .8 . 11 500
6 電気回路論問題演習詳解 2020 .10 . 1 1 , 000
7 電気工学概論 2020 .11 . 2 100
8 高電圧大電流工学 2020 .11 . 5 100
9 電気機器学基礎論 2020 .12 . 25 700
10 発電・変電（改訂版） 2020 .12 . 25 2 , 000
11 電力系統工学 2021 .1 . 5 1 , 000
12 送配電工学（改訂版） 2021 .1 . 5 1 , 000
13 電気応用（改訂版） 2021 .2 . 22 100

計 11 ,300

№ 書　　名 発行日 発行部数
1 火力発電総論 2020 .12 . 25 700

計 700

№ 書　　名 発行日 発行部数
1 電気電子系学生のための英語処方 2020 .4 . 15 500

計 500

№ 号数 部門 書　　名 発行日 発行部数

1 1488 A 放電・プラズマ気相シミュレ
ーション技法 2020 .6 . 17 142

2 1491 A

Standardization�of�
Calibration�and�Advanced�
Measurements�of�Space�
Charge�Distribution�at�High�
Temperature�Using�the�
Pulsed�Electro─acoustic�
Method

2020 .8 . 11 140

3 1494 A 高性能永久磁石における研究
開発動向 2020 .10 . 8 165

4 1498 A 歴史に学ぶ 21 世紀に於ける
電力系統技術 2021 .1 . 8 139

5 1504 A
電力機器・設備において実用
化されている絶縁材料と最新
の診断技術

2021 .1 . 25 149

6 1508 A スマートデバイス用マグネテ
ィックスの研究開発動向 2021 .2 . 10 144

計 879

№ 号数 部門 書　　名 発行日 発行部数

1 1434 B
ガス絶縁開閉装置に要求され
る IT 化融合技術と再生可能
エネルギー対応技術の動向

2020 .4 . 15 144

2 1474 B 交流遮断器規格 JEC─2300
改正の背景・根拠 2020 .4 . 6 143

3 1478 B 変圧器の機能・性能の多様化
に関する最新動向 2020 .6 . 9 144

4 1479 B 環境負荷の低減を目指した
MHD発電技術と応用 2020 .6 . 9 144

5 1480 B
中電圧スイッチギヤの適用拡
大と海外・特殊仕様対応技術
動向

2020 .6 . 9 141
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3）電気規格調査会標準規格の発行
新刊 4点，3,265 部

4）図書の在庫調整の実施
　図書倉庫に保管されている在庫図書数の適正化を図るた
め，850 部の在庫調整（廃棄）を実施した。
対象図書 6点，850 部

5）図書の廃刊の実施
　発行から年月が経ち売上の回復が見込めない図書の廃刊
を実施した。
対象図書 9点

（5）社会連携委員会
　電気工学・電気技術が社会的価値を創出するための電気
学会と社会との連携を行う「社会連携委員会」を令和 2年
2月に総務会議下に設置し，冊子版（オンデマンド印刷）
とAmazon�Kindle 版を発行した。

（6）倫理委員会
　第 9 回，第 10 回技術者倫理研修会を題材に執筆した
「鋼鉄と電子の塔」を発行した。

№ JEC№ 制定・改訂年 規格名 発行日 発行部数

1 JEC─2300 2020 年 1 月
改正 交流遮断器 2020 .8 . 20 1 , 200

2 JEC─0301 2020 年 5 月
改正

静止誘導器インパ
ルス耐電圧試験 2020 .11 . 10 800

3 JEC─2374 2020 年 5 月
改正 酸化亜鉛形避雷器 2021 .2 . 24 1 , 200

4 JEC─TR
─40009

2020 年 9 月
制定

Adjustable� speed�
pumped� storage�
system� and� its�
generator─motor

2020 .12 . 25 65

計 3 ,265

№ 書　　名 調整部数
1 パワーエレクトロニクスの基礎 �50
2 遊んで学ぼう電気の自由研究 200
3 親子で学ぼう電気の自由研究 200
4 数値過渡電磁界解析手法 100
5 基本から学ぶC言語プログラミング 100
6 ナノテク材料 200

計 850

№ 書　　名 初版発行年
1 物性論（第 2次改訂版） 1983
2 電子回路学 1986
3 プラズマ工学 1997
4 半導体デバイス（改訂版） 1999
5 暮らしの中のエネルギー 2001
6 パルス電磁エネルギー工学 2002
7 光技術と照明設計 2004
8 ユビキタスコンピューティングと応用 2008
9 情報家電ネットワークと通信放送連携 2008

№ 書　　名 発行日 発行部数

1 忘れられた巨人 サミュエル・インサル 電
気事業のルーツにみる真のイノベーション 2020 .12 . 25 700

2
忘れられた巨人 サミュエル・インサル 電
気事業のルーツにみる真のイノベーション
（Kindle 版）

2021 .1 . 1 ─

計 700

№ 書　　名 発行日 発行部数

1 鋼鉄と電子の塔 いかにして科学技術を語
り，科学技術とともに歩むか 2020 .12 . 5 1 , 816

計 1 ,816

C 部門：1点，155 部

D部門：16 点，2,496 部

№ 号数 部門 書　　名 発行日 発行部数

1 1489 C パワーデバイス・パワー IC
の高性能化技術動向 2020 .7 . 22 155

計 155

№ 号数 部門 書　　名 発行日 発行部数

1 1465 D 実世界ハプティクスの応用技
術 2020 .6 . 16 170

2 1476 D 回転機電磁界解析の実用的総
合評価技術 2020 .6 . 16 167

3 1477 D 需要家電力資源によるエネル
ギーサービス 2020 .6 . 9 170

4 1482 D

次世代パワーエレクトロニク
スを牽引するシステムインテ
グレーション─高パワー密度
化に向けた要素技術とそのロ
ードマップ─

2020 .6 . 16 155

5 1483 D 高性能化のためのモーション
コントロール最新技術 2020 .6 . 9 175

6 1485 D 精密サーボシステムにおける
共通基盤技術 2020 .6 . 17 161

7 1492 D
用途指向形次世代モータの技
術動向と用途別機電一体化技
術

2020 .8 . 11 159

8 1493 D
電磁アクチュエータシステム
のための磁性材料とその評価
技術

2020 .8 . 11 155

9 1495 D パワーエレクトロニクスにお
けるワイヤレス電力伝送技術 2020 .10 . 6 141

10 1497 D 上下水道施設の効率的運用の
ためのシステム技術 2020 .11 . 27 140

11 1499 D
鉄道電気利用における省エネ
ルギー・新エネルギー技術の
効果の検証

2021 .3 . 18 156

12 1500 D
パワーエレクトロニクスシス
テムにおける実践的モデリン
グとシミュレーション技術

2020 .12 . 22 169

13 1502 D 日本のパワーエレクトロニク
ス発達史─1985 年以前─ 2021 .3 . 2 147

14 1503 D 上下水道施設における制御技
術の変遷と最新動向 2020 .12 . 16 140

15 1506 D 鉄道の運転に関する概念と用
語の国際比較と標準化の検討 2021 .1 . 25 138

16 1507 D 用途指向形モータの技術変遷
と期待される次世代技術 2021 .2 . 15 153

計 2 ,496

№ 号数 部門 書　　名 発行日 発行部数

6 1481 B
配電用絶縁電線・ケーブルに
おける診断・評価手法の実態
と課題

2020 .4 . 6 144

7 1484 B
福島第一原子力発電所事故後
の状況と超電導技術を利用し
た廃棄物処理の可能性

2020 .6 . 9 140

8 1486 B 風力発電の大量導入技術 2020 .9 . 4 145

9 1487 B 分散電源の大量連系解析モデ
ル 2020 .7 . 7 143

10 1490 B 次世代直流送電におけるコン
デンサの役割・性能 2020 .7 . 22 140

11 1496 B 風力発電大量導入時の系統計
画・運用・制御技術 2021 .1 . 5 156

12 1501 B
風力発電設備の耐雷健全性維
持と稼働率向上のための最新
技術の動向

2020 .11 . 27 175

13 1505 B 電力系統における給電指令と
系統操作 2020 .12 . 22 151

14 1509 B 再生可能エネルギーの大量導
入に向けた水素利用発電技術 2021 .2 . 10 136

計 2 ,046
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7．調査・研究の実施に関する事項【定款第 4条 3号】

（1）特別技術委員会の活動
　「特別技術委員会」制度は電気学会のもつ広範囲な技
術部門を連携し，部門横断あるいは分野横断的な研究調
査活動の推進のため平成 23 年度に創設し，将来の安全
安心スマート社会を実現するための電気システムのセキ
ュリティを検討するため，「電気システムセキュリティ
特別技術委員会」を発足した。令和 2年度においては，
同特別技術委員会傘下にある「IoT 普及・拡大に向けた
システムセキュリティ特別調査専門委員会」にて，分野
横断型の企画が調査 研究活動を経て，次年度の C部門
大会でセッションを企画している。また，「防災・減災
のための電気エネルギーセキュリティ特別調査専門委員
会」が，電子情報通信学会との連携企画として『防災・
減災の社会インフラを考える 〜災害時の情報提供の在
り方を含め〜』と題したシンポジウム開催を令和 3年全
国大会にて企画・実施をした。

（2）研究調査活動のための委員会等
1）各種委員会

【新設した専門委員会】
〔A部門〕
・持続的成長を支える先進ナノ材料と有機デバイス開発・
ライフサイエンス応用調査専門委員会
・ESD 現象の EMC的解明のための計測・評価技術調査
専門委員会
・磁気センサと機械学習の活用調査専門委員会
・磁性材料の高周波特性活用技術調査専門委員会
・光・熱・電気との相互作用を活用した高機能磁気デバイ
ス技術調査専門委員会
・電磁機器高性能化に向けた電力用磁性材料活用技術調査
専門委員会

〔B部門〕
・洋上風力発電の現状とその普及の鍵となる電力技術調査
専門委員会
・太陽光発電システムの持続的利用技術調査専門委員会
・洋上風車の雷害対策課題調査専門委員会
・核融合電力技術調査専門委員会
・電力安定供給を支える電力流通設備計画・運用技術調査
専門委員会
・給電運用システムの機能調査専門委員会
・電力用コンデンサの誘電体に関する最新技術動向調査専
門委員会

部　　門 新　　設 解　　散 継 続 中
A部門 6 6 13
B 部門 8 5 19
C 部門 21 17 27
D 部門 9 7 28
E 部門 2 1 4
合　計 46 36 91

・ガス絶縁開閉装置の環境負荷低減への技術動向調査専門
委員会

〔C部門〕
・人間中心型システムのための情報・制御調査専門委員会
・PID制御の IoT機能分散に関する調査専門委員会
・制御工学および機械学習の相互強化と応用に関わる調査
専門委員会
・熟練者が持つ技能データの計測・評価・活用に関する調
査専門委員会
・制御・信号処理の横断的な分野の発展に関する調査専門
委員会
・高速・高周波集積回路の新分野展開と高度化技術調査専
門委員会
・アナログ電子回路の発展的設計・解析技術調査専門委員会
・パワーデバイス・パワー IC 高性能化及び高品質化技術
調査専門委員会
・5�G/Beyond�5�G 時代の電磁波の革新的高度応用技術調
査専門委員会
・科学的データに基づく教育・学習支援技術調査専門委員会
・脳神経系分野での学際的研究開発を支える神経工学の技
術調査専門委員会
・量子・情報・エレクトロニクス医療インタフェース協同
研究委員会（第 III 期）
・横断的波動センシングシステム具現化協同研究委員会
・スマートビジョンのためのAI 技術応用協同研究委員会
・触覚デバイスのためのアクチュエーション技術協同研究
委員会（第 2期）
・第三期知・技の複合現実型実応用協同研究委員会
・生物視覚の拡大活用協同研究委員会
・確率的最適化手法の超大規模問題への適用と応用技術に
関する技術調査専門委員会
・エネルギーデータを対象としたAI,�IoT 技術の適用に関
する調査専門委員会
・ディジタル信号処理システム技術調査専門委員会
・計算知能技術の発展と実用に資するベンチマーク問題調
査専門委員会

〔D部門〕
・人間支援システムのためのアクチュエーション技術に関
する調査専門委員会
・アクチュエータの将来動向調査専門委員会
・実世界ハプティクスのデータ利活用調査専門委員会
・モーションコントロールの新展開に関する調査専門委員会
・精密サーボシステムによる高付加価値化に関する調査専
門委員会
・エネルギーのデジタル化とそれに伴うデータ活用技術調
査専門委員会
・スマートグリッドの電気事業者・需要家間エネルギーサ
ービス技術調査専門委員会
・パワーエレクトロニクスにおける受動部品に関する技術
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・ディジタル信号処理システム最適化技術調査専門委員会
・確率的最適化手法とその周辺技術の適用分野拡大に関す
る技術調査専門委員会

〔D部門〕
・ローカルVPP をめざす分散エネルギー技術調査専門委
員会
・計測・センサ応用による多機能システムの産業応用に関
する調査専門委員会
・G空間情報ソリューションを実現する測位技術調査専門
委員会
・上下水道施設における制御技術の変遷と最新動向調査専
門委員会
・放電・静電気に起因する電子機器の故障・誤動作防止調
査専門委員会
・SiC と GaN と共に発展するパワーエレクトロニクスに
おけるシステムインテグレーション技術調査専門委員会
・電動車両のパワーコントロールユニットの高性能化に関
する協同研究委員会

〔E部門〕
・ケミカルセンサ IoT技術に関わる調査専門委員会
【継続中の専門委員会】
〔A部門〕
・電気電子・絶縁材料分野における量子化学計算の適用調
査専門委員会
・パワーモジュールの電気絶縁信頼性に関する調査専門委
員会
・テーラーメイドによるコンポジット絶縁材料開発の進展
と応用技術調査専門委員会
・電力機器・設備における絶縁破壊の予兆現象の解明とセ
ンシング技術調査専門委員会
・EINAマガジン発行Ⅲ協同研究委員会
・適用拡大が進むインバータ駆動回転機の絶縁の現状調査
専門委員会
・プラズマ材料表面処理技術の動向調査専門委員会
・パルス電界による食品殺菌と加工技術調査専門委員会
・高密度エネルギー変換システムのための磁気応用技術調
査専門委員会
・バイオ・医療における磁界・磁性材料の応用研究と産学
官連携調査専門委員会
・次世代永久磁石の研究開発動向と応用に関する調査専門
委員会
・ナノスケール磁性体を用いた機能性材料開発調査専門委
員会
・量子コンピュータ周辺回路としての低温デジタル回路活
用に関する調査専門委員会

〔B部門〕
・磁気力を活用した新たな環境技術のフィージビリティと
超電導の役割調査専門委員会
・超電導関連技術の医療応用調査専門委員会

調査専門委員会
・鉄道の空転・粘着制御技術の体系化調査専門委員会
〔E部門〕
・デジタル・バイオ融合調査専門委員会
・立体構造微細加工技術と異分野融合によるライフサイエ
ンス応用と実用化に関する調査専門委員会

【解散した専門委員会】
〔A部門〕
・先進ナノ材料・構造制御と革新的有機デバイス開発・ラ
イフサイエンス応用調査専門委員会
・絶縁劣化に基づく電力機器のアセットマネジメントに求
められる情報調査専門委員会
・電磁界の健康リスク分析調査専門委員会（第二期）
・電子デバイスに対する ESD過渡電磁界の影響評価調査
専門委員会
・IoT時代のシステムとEMC調査専門委員会
・21 世紀に於ける電力系統技術調査専門委員会
〔B部門〕
・送電用ケーブルシステムの現状と技術動向調査専門委員会
・再生可能エネルギーの大量導入に向けた水素利用発電技
術調査専門委員会
・風力発電設備の耐雷健全性維持技術と法規制・規格調査
専門委員会
・水力発電所における保守・保全業務の効率化に関する技
術調査専門委員会
・電力系統における給電指令と系統操作調査専門委員会
〔C部門〕
・制御工学および機械学習の相互強化とその応用展開調査
専門委員会
・PID制御の IoTエコシステムに関する調査専門委員会
・技能データの計測・評価・活用に関する調査専門委員会
・データ駆動制御とその産業応用に関する調査専門委員会
・制御・信号処理の技術融合と応用分野拡大に関する調査
専門委員会
・非ノイマン型世代に求められる高機能回路実装技術調査
専門委員会
・EMデバイス・システムの先端技術ならびに応用技術調
査専門委員会
・拡大する電磁波利用を支える先進的技術調査専門委員会
・フレキシブルセラミックスコーティング技術調査専門委員会
・IoTと持続可能社会に向けた有機・バイオデバイス関連
技術に関する調査専門委員会
・神経工学に関連する将来技術調査専門委員会
・量子・情報・エレクトロニクス医療インタフェース協同
研究委員会（第 II 期）
・スマートビジョン技術の社会浸透化協同研究委員会
・触覚デバイスのためのアクチュエーション技術協同研究
委員会
・第二期知・技の伝承と複合現実型実応用協同研究委員会
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・電磁界応答流体によるエネルギー・環境技術の新展開に
関する調査専門委員会
・島嶼／スマートコミュニティ等における再生可能エネル
ギーが大量導入された系統の電力供給・需要の特徴調査
協同研究委員会
・電力設備等周辺の環境電磁界評価に関する最新動向調査
専門委員会
・一般電気設備における絶縁・EMC設計の解析手法高度
化に関する調査専門委員会
・鉄道システムにおける耐雷技術の現状と課題調査専門委
員会
・高圧配電線の雷リスクマネジメント手法の構築に向けた
課題調査専門委員会
・原子力施設への無線通信技術導入に向けた技術動向調査
専門委員会
・配電設備の技術変遷と技術動向に関する調査専門委員会
・多端子連系をはじめとする直流送電の最新技術動向調査
専門委員会
・配電用変電所保護リレーシステム技術調査専門委員会
・気象情報の利活用に基づく新しい電力系統運用調査専門
委員会
・電磁界解析の先進技術応用調査専門委員会
・変圧器・リアクトルの騒音対策に関する最新動向調査専
門委員会
・持続可能社会実現に向けた高効率大電流エネルギーシス
テム技術調査専門委員会
・酸化亜鉛形避雷器の動作責務とエネルギー耐量に関する
技術動向調査専門委員会
・中電圧スイッチギヤの保全に関するセンシング技術調査
専門委員会
・最近の直流及び交流系統に要求される遮断器の技術動向
調査専門委員会

〔C部門〕
・産業活用サイバーフィジカルコミュニケーション技術調
査専門委員会
・ICT イノベーションを支えるエンジニアリングデザイ
ン技術調査専門委員会
・実践から学ぶ制御技術教育に関する調査専門委員会
・AI に基づく安全制御・故障診断と耐性設計調査専門委
員会
・国際競争力をもつ電子回路技術者育成モデル調査専門委
員会
・精密計測をもとに科学技術に変革をもたらす回路技術調
査専門委員会
・超スマート社会の実現に向けて障害となる雑音に関する
調査専門委員会
・電子・集積回路の導入教育プログラム調査専門委員会
・非線形電子回路の高度設計技術調査専門委員会
・非ノイマン型世代に求められる機能融合回路実装技術調

査専門委員会
・高性能 EMデバイス・システムの構成技術調査専門委
員会
・ナノエレクトロニクス基盤ヘテロ集積化・応用技術調査
専門委員会
・高機能化合物半導体エレクトロニクス技術と将来システ
ムへの応用調査専門委員会
・第四期次世代インタラクティブディスプレイ協同研究委
員会
・レーザプロセッシングを用いたナノ材料制御技術調査専
門委員会
・エマージングフレキシブルデバイス材料技術調査専門委
員会
・SDGs に向けた有機・バイオ関連材料の機能制御と評価
に関する調査専門委員会
・医療・バイオ研究に有効なインターフェースと量子ビー
ム応用に関する技術調査専門委員会
・コヒーレント光源とデバイス応用技術調査専門委員会
・パワー光源システム技術動向調査専門委員会
・超スマート社会の構築に繋がる革新的材料創出に向けた
光・量子ビーム応用技術調査専門委員会
・持続可能な社会発展に向けたスマートレーザプロセシン
グ調査専門委員会
・持続可能な社会発展に向けたスマートレーザプロセシン
グ調査専門委員会幹事団
・量子ビームによるナノ構造・界面形成とバイオメディカ
ル応用技術調査専門委員会
・バイオメディカル・フォトニクス先端技術の応用に向け
た協同研究委員会（第Ⅱ期）
・都市全体最適化に向けたモデルの統合技法協同研究委員会
・先端システムの超知能化を指向した機械学習技術協同研
究委員会

〔D部門〕
・診断・監視・保全の基盤技術に関する調査専門委員会
・CPSによる制御理論の融合技術に関する調査専門委員会
・非整備環境におけるセンシングとAI技術調査専門委員会
・すべての人々が安心快適に使用できる支援技術の実現化
調査専門委員会
・電機・電子製品の環境影響評価手法の国際標準化調査専
門委員会
・沖縄の自立発展を支援するドローン／ロボットシステム
化技術調査専門委員会
・高速道路交通管制における異常事象の情報提供に関する
調査専門委員会
・磁気浮上・磁気支持に関する ICT応用技術調査専門委
員会
・産業用リニアドライブの技術動向調査専門委員会
・交流電動機可変速駆動技術の未来動向調査専門委員会
・新領域に挑戦するモータドライブ技術に関する調査専門
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8．標準の制定に関する事項【定款第 4条 3号】

　令和 2 年度電気規格調査会（以下 JEC）は，電気機械
器具および材料などの標準化に関する事項を調査審議し，
電気分野における標準化活動を通して，広く社会に貢献す
ることを目的として，下記に重点を置き活動を推進した。
　　1．JEC規格等の制定・改正および普及
　　2．国際電気標準会議（IEC）規格に係わる審議
　　3．日本産業規格（JIS）に係わる審議
　　4．�国内外の標準化機関（JISC，日本規格協会ほか）

との協力および連携
　　5．JEC活動の運営改善と活性化の推進
　（注）�JEC 規格等：JEC が定める電気規格調査会標準規

格（JEC 規格），電気規格調査会テクニカルレポ
ート（以下 JEC─TR）および電気専門用語集
�JEC：Japanese�Electrotechnical�Committee
�IEC：International�Electrotechnical�Commission
�JIS：Japanese�Industrial�Standards

委員会
・工場電気設備調査専門委員会
・産業用電気設備の保全技術調査専門委員会
・上下水道施設における設備保全・維持管理技術調査専門
委員会
・上下水道施設におけるリスク低減への取組に関する技術
調査専門委員会
・電磁界解析による回転機の高精度性能評価技術調査専門
委員会
・サービスロボットの要求を実現する小形モータとその制
御技術調査専門委員会
・用途指向形次世代モータの高性能化技術動向調査専門委
員会
・サービスロボットに適したモータを定義するための技術
調査専門委員会
・需要設備の安全性と電力品質の向上を目指した保全高度
化技術調査専門委員会
・電力変換装置における実用的なEMC対策技術調査専門
委員会
・最新の高周波スイッチング電力変換回路と応用電源技術
調査専門委員会
・ワイドバンドギャップ半導体素子により適用が拡大する
配電系統向けパワーエレクトロニクスおよびシステム技
術に関する調査専門委員会
・パワーエレクトロニクスシステムの複合的モデリングと
シミュレーション技術調査専門委員会
・鉄道信号への先端安全技術・リスクマネジメント手法の
適用に関する調査専門委員会
・移動体用電動力応用システムの要素技術調査専門委員会
・次世代自動車用車載・インフラ電源システム調査専門委
員会
・自動車用パワーエレクトロニクスの急展開調査専門委員
会

〔E部門〕
・次世代医用生体エレクトロニクス調査専門委員会
・香りの計測と心理・生理学的効果の応用に関する調査専
門委員会
・Society�5 . 0 における農業および環境センシング技術に
関わる調査専門委員会
・スマート社会に向けた高機能・高感度センサ技術に関す
る調査専門委員会
2）研究会
NO 部門 研究会名 略号 開催数 発表論文数 資料予約者数
1

Ａ　

部　

門

教育フロンティア FIE 3 25 27
2 電磁界理論 EMT 4 76 54
3 光応用・視覚 LAV 2 11 34
4 計測 I�M 2 21 51
5 誘電・絶縁材料 DEI 6 90 91
6 金属・セラミックス M�C 1 14 37
7 マグネティックス MAG 9 119 103
8 電気技術史 HEE 2 15 46
9 電磁環境 EMC 3 49 46

NO 部門 研究会名 略号 開催数 発表論文数 資料予約者数
10 Ａ

部
門

放電・プラズマ・パルスパワー EPP 4 98 74
　 小計 　 36 518 563
11

Ｂ　

部　

門

静止器 S�A 4 98 70
12 開閉保護 S�P 2 43 55
13 新エネルギー・環境 FTE 3 34 66
14 原子力 N�E 0 0 24
15 電線・ケーブル EWC 3 27 54
16 電力技術 P�E 3 106 75
17 高電圧 H�V 4 81 76
18 超電導機器 ASC 2 22 35
19 保護リレーシステム PPR 1 25 73
20 電力系統技術 PSE 3 115 64
　 小計 　 25 551 592
21

Ｃ　

部　

門

電子材料 EFM 0 0 33
22 電子デバイス EDD 4 65 47
23 光・量子デバイス OQD 5 36 32
24 電子回路 ECT 7 84 73
25 情報処理 I�P 0 0 44
26 通信 CMN 4 53 44
27 情報システム I�S 3 59 30
28 医用・生体工学 MBE 1 34 28
29 システム ST 7 45 28
30 制御 CT 10 100 38
31 知覚情報 PI 7 65 20
32 分野横断型新システム創成 CTSI 2 19 17
　 小計 　 50 560 434
33

Ｄ　

部　

門

半導体電力変換 SPC 5 61 77
34 産業計測制御 IIC 5 143 153
35 メカトロニクス制御 MEC 8 234 167
36 モータドライブ MD 7 67 31
37 回転機 R�M 5 51 50
38 リニアドライブ L�D 5 48 35
39 家電・民生 HCA 3 100 81
40 自動車 V�T 3 22 46
41 ITS ITS 0 0 26
42 交通・電気鉄道 TER 4 86 71
43 ものづくり MZK 6 187 75
44 次世代産業システム IIS 4 87 39
45 スマートファシリティ SMF 1 5 23
46 公共施設 PPE 2 38 43
　 小計 　 58 1 ,129 917
47

Ｅ
部
門

ケミカルセンサ CHS 2 27 26
48 マイクロマシン・センサシステム MSS 5 75 43
49 バイオ・マイクロシステム BMS 3 37 21

小計 10 139 90
　 合　　　計 179 2 ,897 2 ,596
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　令和 2年度の活動に際しては，標準化戦略委員会等での
検討をもとに標準化活動・収支改善に向けた取り組みを推
進した。
　以下，重点項目に沿って主要事項を報告する。
（1）JEC規格の制定・改正および普及
1）JEC規格等の制定・改正［7件］
［制定：3件］
・JEC─2521 ディジタル形母線保護用比率差動リレー
・�JEC─TR─40009 可変速揚水発電システム及び可変速
発電電動機（英語版）
・�JEC─TR─59005 コージェネレーションシステムによ
るエネルギーサービスに関する標準仕様

［改正：4件］
・JEC─0301 静止誘導器インパルス耐電圧試験
・JEC─2374 酸化亜鉛形避雷器
・JEC─5201 懸垂がいし（追補）
・JEC─TR─00007 送電用鉄塔設計標準（追補）

2）JEC規格等講習会の開催（WEB）［2回］
・JEC─2300 交流遮断器（10 月 29 日）
・�JEC─0301 静止誘導器インパルス耐電圧試験（2月 18
日）

（2）IEC規格に係わる審議
�　事業維持員，産業界の国際競争力向上のための IEC/
TC，SC 国内委員会を通じ JEC 活動の国際化を推進し
た。
・IEC国内委員会の担当数：TC：33，SC：14
・�IEC 規格の審議状況：令和 2年度規格原案国際投票回
答率 100％
　令和 2年度規格原案国際投票回答件数　合計：419 件
　　�（�内訳：NP：29，CD：104，CDV：55，FDIS：55，

その他：176）
（注記）
TC：Technical�Committee，専門委員会
SC：Sub�Committee，分科委員会
WG：Working�Group，作業グループ
MT：Maintenance�Team，メンテナンスチーム
NP：New�work�item�Proposal，新業務項目提案
CD：Committee�Draft，委員会原案
CDV：Committee�Draft�for�Vote，投票用委員会原案
FDIS：�Final�Draft�International�Standard，最終国際規

格案
1）IEC規格への日本規格提案および日本意見の反映の推進
　�　特に，スマートグリッド関連，パワーエレクトロニク
ス関連，UHV送変電関連および電気材料関連等におい
て，IEC規格への日本規格提案および日本意見の反映な
ど活発な国際標準化活動を推進した。
2）�IEC 規格への日本規格提案や日本意見を優位に導くた
めの IEC国際役員職務の獲得推進

　�　29 の要職に就任（2 名が兼務のため 27 名）（※は兼

任）
　・Chairman（国際議長）：1名
　　IEC/TC8/SC8C（電力ネットワークの運用・管理）
　・Secretary（国際幹事）：3名
　　IEC/TC120（電気エネルギー貯蔵システム）
　　IEC/TC122（UHV交流送電システム）
　　�IEC/TC123（電力流通設備のアセットマネジメント）

※ 1
　・Convenor（国際主査）：25 名
　　IEC/TC2/WG34（回転機）
　　IEC/TC4/WG30（水車）
　　�IEC/TC8/SC8C/WG2（電力ネットワークの運用・管

理）
　　IEC/TC14/MT60076─3（電力用変圧器）
　　IEC/TC14/MT60076─15（電力用変圧器）
　　IEC/TC15/MT3（固体電気絶縁材料）
　　IEC/TC15/MT16（固体電気絶縁材料）
　　IEC/TC17/WG6（高圧開閉装置および制御装置）
　　IEC/TC17/SC17A/MT62（開閉機器）
　　IEC/TC22/MT3（パワーエレクトロニクス）
　　IEC/TC22/SC22E/WG8（安定化電源装置）
　　�IEC/TC22/SC22F/MT9（送配電システム用パワーエ

レクトロニクス）
　　IEC/TC36/MT17（がいし）
　　IEC/TC68/WG5（磁性合金および磁性鋼）
　　IEC/TC77/SC77B/MT12（電磁両立性高周波現象）
　　�IEC/TC106/JWG12（人体ばく露に関する電界，磁界

及び電磁界の評価方法）
　　�IEC/TC106/MT62226─3─1（人体ばく露に関する電

界，磁界及び電磁界の評価方法）※ 2
　　�IEC/TC106/WG8（人体ばく露に関する電界，磁界及

び電磁界の評価方法）※ 2
　　�IEC/TC106/WG9（人体ばく露に関する電界，磁界及

び電磁界の評価方法）
　　�IEC/TC112/WG8（電気絶縁材料とシステムの評価と

認定）
　　�IEC/TC115/WG9（100�kV を超える高電圧直流送電

システム）
　　IEC/TC120/WG2（電気エネルギー貯蔵システム）
　　IEC/TC120/MT7（電気エネルギー貯蔵システム）
　　IEC/TC122/WG1（UHV交流送電システム）
　　�IEC/TC123/WG2（電力流通設備のアセットマネジメ

ント）※ 1
3）国際会議の日本開催
　IEC/TCのプレナリ，WG/PT/MT等の日本開催：な
し
4）IEC関連国際活動支援の実施
［国際会議出席旅費支援］なし
［国際会議日本開催支援］なし
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（3）JIS に係わる審議
　　JIS 原案を 2件作成した。
［制定：1件］
・�JIS�C4441 電気エネルギー貯蔵システム 電力システ
ムに接続される電気エネルギー貯蔵システムの安全要
求事項─電気化学的システム

［改正：1件］
・�JIS�C61000─4─11 電磁両立性─第 4─11 部：試験及び
測定技術─1相当たりの入力電流が 16�A 以下の電気
機器の電圧ディップ，短時間停電及び電圧変動に対す
るイミュニティ試験

（4）�国内外の標準化機関（JISC，日本規格協会ほか）と
の協力および連携

1）�IEC 国際標準化活動に対する各種支援制度および委
託・請負事業の活用

　�　新型コロナウイルスの影響により JISC，日本規格協
会ほかによる IEC 審議団体への各種支援制度の活用は
限定的
　①国際業務支援制度の活用
　�　�支援額：718 千円（国際議長 SC8C，国際幹事TC122，

TC123）
　②国際幹事等国際会議派遣事業の活用
　　なし
　③�省エネルギー等に関する国際標準の獲得・普及推進事

業（省エネルギー等国際標準開発（国際電気標準分
野））に関する受託契約の締結（令和 2年度に 3年間
分獲得）

　　支援額：81 千円
　④ IEC国際会議日本開催支援（APC）制度の活用
　なし
2）他団体の標準化活動への参画
　①日本電気技術規格委員会
　②電気用品調査委員会
　③ �IEC 活動推進会議（APC）（運営委員会，実行委員

会，SMB対応委員会，広報・人材委員会ほか）
　④�日本産業標準調査会（標準第二部会，電気技術専門委

員会）
　⑤ JIS 原案作成委員会
　⑥�スマートコミュニティ・アライアンス（JSCA）国際

標準化WG
　⑦ �IEC�SyC（スマートエナジー，スマートシティーズ）

国内委員会
（5）JEC活動の運営改善と活性化の推進
　［JEC広報施策］
　・JEC─TRの電子出版開始
　・�規格委員総会での JEC 功績賞の表彰の記事の掲載働

きかけ（電気新聞に掲載）
　・�電気学会会長と電気規格調査会会長の意見交換会を

10 月に実施。調査会の課題を共有し，引き続き情報

共有していくことを確認。
　・�令和 3 年全国大会シンポジウムにて電気規格調査会

110 周年記念シンポジウムを開催
　［感謝状の贈呈］
　・�委員会活動等への貢献に対する感謝状贈呈および事業

維持員への報告・御礼の実施。（4 月：49 名，25 団
体，10 月：143 名，49 団体）

1）会合数

2）�部会・標準化委員会の新設（標準特別委員会，IEC 国
内委員会を除く）

　・なし
3）�部会・標準化委員会の廃止（標準特別委員会，IEC 国
内委員会を除く）

　・なし

9．功績の表彰に関する事項【定款第 4条 4号】

（1）電気技術顕彰制度「でんきの礎」の選定
　�　第 14 回 5 件を選定し，令和 3年 3月 10 日の全国大会
で顕彰し，顕彰件数は累計 87 件となった。
　・第 14 回「でんきの礎」顕彰件名

（2）表彰
　�　令和 3年 5 月 28 日の第 109 回通常総会において名誉
員，功績賞・業績賞・電気学術振興賞・優秀技術活動賞
受賞者に賞状・賞牌等を贈呈。
・名誉員� 齊藤紀彦（元副会長）

鈴木　浩（元副会長）
河合三千夫（元副会長）
鈴木登夫（元副会長）
臼田誠次郎（元副会長）
佐々木三郎（元副会長）

規格委員総会 1回
規格役員会 6回
標準化戦略委員会 6回
表彰委員会 1回
IEC国際活動支援審査委員会 1回
部会 25 回
標準化委員会（標準特別委員会，IEC国内
委員会を含む）

135 回

JIS 原案作成委員会 16 回
合　　計 191 回

カテゴリー 顕彰名称 顕彰先

第
14
回

モノ
こと

産業プロセス分野向け分散
型制御システム 横河電機株式会社

モノ 電磁型オッシログラフ 横河電機株式会

モノ
場所
こと

100 万ボルト変電機器の開
発と実証試験〜新榛名変電
所における実証試験を通じ
た変電技術発展と国際標準
化への貢献〜

東京電力パワーグリッド株
式会社
東芝エネルギーシステムズ
株式会社
株式会社日立製作所
三菱電機株式会社
日本ガイシ株式会社

人
こと

鳳秀太郎と「鳳─テブナン
の定理」の実用的応用

東京大学工学部電気系学科
東北大学

モノ

冷凍機冷却ニオブ・チタン
超電導マグネット〜液体ヘ
リウム不要の 4K（−269
℃）極低温動作〜

東芝エネルギーシステムズ
株式会社
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　・令和 3年表彰受賞者
第 59回功績賞（1件）
非接触搬送技術の産業応用と電気安全への貢献
� 中川聡子（東京都市大学）
第 30回業績賞（5件）
低周波・中間周波数帯電磁界安全性評価技術の開発・標準
化ならびに電気学会活動への貢献
� 山崎健一（電力中央研究所）
電力系統の解析技術の高度化と普及ならびに学会活動への
貢献
� 吉村健司（電力計算センター）
システム情報学の学術的発展と電気学会活動への貢献
� 玉置　久（神戸大学）
大容量パワーエレクトロニクス装置制御技術の開発と発展
ならびに学会活動への貢献
� 川上紀子（東芝三菱電機産業システム）
センサ・マイクロマシン工学発展への貢献
� 前中一介（兵庫県立大学）
第 77回電気学術振興賞 進歩賞（9件）
第一原理および機械学習を用いた誘電絶縁材料の電気物性
予測法の創成
� 佐藤正寛（東京大学）
� 熊田亜紀子（東京大学）
� 日髙邦彦（東京電機大学）
大容量アモルファスハイブリッド鉄心変圧器の開発
� 小林千絵（日立製作所）
� 小木　瑞（日立製作所）
� 桑原正尚（日立産機システム）
風力発電所用新型雷撃検出装置の開発
� 鹿島直二（中部電力）
オンラインセンサ技術の適用による自己状態監視 GIS の
実用化
� 前川俊浩（東京電力パワーグリッド）
� 馬場清隆（東京電力パワーグリッド）
� 小池　徹（東芝エネルギーシステムズ）
CVケーブル活線部分放電診断方法の開発・実用化
� 宮尾一彰（かんでんエンジニアリング）
車載トランス・リアクトル一体型 3 ポート DC─DC コン
バータの技術開発と実証
� 井上俊太郎（豊田中央研究所）
� 伊東健一（豊田中央研究所）
� 石垣将紀（豊田中央研究所）
モータ駆動電流／電圧の微小変化に基づいて設備の異常を
診断する技術の開発と実用化
� 金丸　誠（三菱電機）
� 宮内俊彦（三菱電機）
� 永山幸希（三菱電機）
モータの省エネ・低損失化と低トルク脈動を実現する解析
技術の開発と実用化

� 山口信一（三菱電機）
� 大穀晃裕（三菱電機）
� 田中敏則（三菱電機）
MEMS振動発電素子の設計理論構築と IoT センサ電源へ
の応用研究
� 年吉　洋（東京大学）
第 77回電気学術振興賞 論文賞（9件）
複素インピーダンスを用いた低濃度酸化性ガスセンサ
� 佐伯勝敏（日本大学）
� 堀口　拓（TDK）
油浸紙積層絶縁系の油隙における部分放電信号と発光およ
び気泡の準同時観察ならびに分解ガスの検出
� 牧野裕太（電力中央研究所）
Three─dimensional� radio� images�of�winter� lightning� in�
japan�and�characteristics�of�associated�charge�structure
� 吉田　智（気象研究所）
� 吉川栄一（宇宙航空研究開発機構）
� 足立　透（気象研究所）
� 楠　研一（気象研究所）
� 林　修吾（気象研究所）
� 猪上華子（気象庁）
IEC�61131─3/IEC�61850 準拠 PLC による保護制御機能の
実装手法
� 坂　泰孝（中部電力パワーグリッド）
� 上田紀行（電力中央研究所）
多端子直流送電における有効電力・直流電圧リミッタ付ド
ループ制御の開発
� 吉原　徹（日立製作所）
On�the�representation�of�thin�wires�inside�lossy�dielectric�
materials�for�FDTD─based�LEMP�simulations
� 立松明芳（電力中央研究所）
� Farhad�Rachidi
� （Swiss�Federal�Institute�of�Technology�
� in�Lausanne）
� Marcos�Rubinstein
� （Institute�for�Information�and�Communication�
� Technologies）
TDC（Time─to─Digital�Converter）を用いた外部発振器
レスのフルデジタル温度センサ
� 嶋田英人（豊田中央研究所）
� 水野健太朗（豊田中央研究所）
Operation�and�Experimentation�of�a�Current�
Commutated�Hybrid�DC�Circuit�Breaker�for�HVDC�
Transmission�Grids
� 児山裕史（東芝インフラシステムズ）
� 長谷川隆太（東芝インフラシステムズ）
� 金谷和長（東芝エネルギーシステムズ）
� 松本寿彰（東芝インフラシステムズ）
� 石黒崇裕（東芝エネルギーシステムズ）
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高感度・高ダイナミックレンジを実現する集積化ハイブリ
ッドMEMS水素センサ
� 林　裕美（東芝）
� 山﨑宏明（東芝）
� 増西　桂（東芝）
� 小野大騎（東芝）
� 齋藤友博（東芝）
� 中村直文（東芝）
� 小島章弘（東芝）
第 77回電気学術振興賞 著作賞（1件）
データ指向型 PID制御
� 山本　透（広島大学）
� 金子　修（電気通信大学）
� 脇谷　伸（広島大学）
� 木下拓矢（広島大学）
� 大西義浩（愛媛大学）
� 久下本秀和（住友化学）
� 小岩井一茂（コベルコ建機）
第 24回優秀技術活動賞 技術報告賞（6件）
Standardization�of�Calibration�and�Advanced�
Measurements�of�Space�Charge�Distribution�at�High�
Temperature�Using�the�Pulsed�Electro─acoustic�Method
（電気学会技術報告第 1491 号）
高温下における PEA法を用いた空間電荷分布測定の校
正法標準化と応用測定技術調査専門委員会
� 代表：田中康寛（東京都市大学）
保護制御システムにおける計器用変成器と関連技術の現状
と動向（電気学会技術報告第 1475 号）
保護制御システムにおける計器用変成器と関連技術の現
状と動向調査専門委員会
� 代表：熊野照久（明治大学）
避雷器の評価・適用に関する技術動向（電気学会技術報告
第 1444 号）
避雷器の評価・適用に関する技術動向調査専門委員会
� 代表：門　裕之（電力中央研究所）
パワーデバイス・パワー IC の高性能化技術動向（電気学
会技術報告第 1489 号）
パワーデバイス・パワー IC の高性能化技術調査専門委
員会
� 代表：齋藤　渉（九州大学）
IoT時代に向けた制御技術サプライヤの課題（電気学会技
術報告第 1446 号）
PID制御システムの産業適用評価に関する調査専門委員
会
� 代表：田中雅人（アズビル）
エネルギー分野に関わるビッグデータならびにその利用技
術（電気学会技術報告第 1441 号）
エネルギー分野に関わるビッグデータならびにその利用
技術に関する調査専門委員会

� 代表：村田純一（九州大学）
（3）�フェロー・上級会員・IEEJ プロフェッショナルの認

定者数
　�　フェローについては，今年度 33 名を認定し合計 295
名となった。
　�　上級会員については，今年度 45 名を認定し，合計
1,164 名となった。
　�　IEEJ プロフェッショナルについては，今年度 9名を
認定し，合計 203 名となった。電気学会寄付講義・初中
等教育支援・各種セミナーなどで幅広く活動した。
　・フェロー認定者

秋田　調（電力中央研究所）
秋吉政徳（神奈川大学）

足利　正（明電舎）
石﨑義弘（芝浦工業大学）
岩崎　誠（名古屋工業大学）
加藤政一（東京電機大学）

川上紀子（東芝三菱電機産業システム）
川原伸章（デンソー）

川又　憲（東北学院大学）
小坂田昌幸（東芝エネルギーシステムズ）

佐伯勝敏（日本大学）
鈴木宏和（東京大学）
鈴木昌和（東海大学）
田岡久雄（大和大学）

髙木　勲（トーエネック）
髙木喜久雄（東芝エネルギーシステムズ）

高橋　弘（富士電機）
田村　滋（明治大学）

中川聡子（東京都市大学）
西嶋喜代人（福岡大学）
深見　正（金沢工業大学）

藤波秀雄（元 電力中央研究所）
舟木　剛（大阪大学）
舟橋俊久（琉球大学）

舩曳繁之（元 岡山大学）
前田隆文（東芝エネルギーシステムズ）

前中一介（兵庫県立大学）
水野幸男（名古屋工業大学）

武藤昭一（関電工）
目黒雅也（日本自動車工業会）

山形芳文（元 東光高岳）
吉村健司（電力計算センター）

渡邉信公（職業能力開発総合大学校）
（4）電気規格調査会表彰
　�　電気規格調査会表彰規程に基づき，電気規格調査会功
績賞の表彰を実施した。
1）功績賞
系統連系マルチポート電力変換器に関わるパワーエレク
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トロニクス技術の国際標準化活動への貢献
� 渡部　博
電気専門用語集（WEB版）の公開
� 電気専門用語標準化委員会
2）功労賞
　対象なし
（5）学術振興助成
　�・令和 2年大会ならびに研究会における優秀論文発表の
表彰

（6）電気技術学習奨励賞
　�　学術奨励賞の後継として令和元年度に新設した電気技
術学習奨励賞について 21 名（13 校）に授与した。

10．教育に関する事項【定款第 4条 5号】

（1）技術者教育の着実な推進と体制の整備
　�　電気電子・情報系 CPD協議会と連携調整して進めて
いる「CPD 記録管理システム」について，「電気学会
CPD認定技術者の認定制度」の周知に努め，新たに 3
名を認定した。CPD登録会員の増員に取り組み 243 名
まで増加した。
　�　また，日本工学教育協会の「工学教育調査研究連合委
員会」は，所期の目的を達成できたものとして，令和元
年度末をもって活動終了を委員会で決定し，それに伴う
本会からの委員派遣による連携は終了した。設立から終
了までの 26 年間の報告は，日本工学教育協会「工学教
育」誌に記事として令和 2年 6月号に掲載された。

（2）初等・中等・高等教育機関への教育支援
　�　初等中等教育理科支援では，IEEJ プロフェッショナ
ルと学会組織（社会連携委員会）や会員（電気理科クラ
ブ）との連携協力により，理科教育支援活動を予定して
いたが，新型コロナウイルスの影響により，ほとんどの
イベントが中止となった。
　�　また，日本工学会の「科学技術人材育成コンソーシア
ム」に参画し，初等中等教育への科学技術人材育成支援
と社会における技術者の活躍を促進した。

大会ならびに研究会 表彰件数
全国大会 40
Ａ部門大会 3
Ｂ部門大会 6
Ｃ部門大会 ─
Ｄ部門大会 ─
Ｅ部門大会 4
Ａ部門研究会 14
Ｂ部門研究会 11
Ｃ部門研究会 11
Ｄ部門研究会 14
Ｅ部門研究会 3
電気・情報関係学会北海道支部連合大会 5
電気関係学会東北支部連合大会 9
電気関係学会東海支部連合大会 16
電気関係学会北陸支部連合大会 9
電気関係学会関西連合大会 8
電気 ･情報関連学会中国支部連合大会 8
電気関係学会四国支部連合大会 9
電気関係学会九州支部連合大会 15

合計 185

　�　高等教育支援として「電気学会寄付講義」を 22 校
（大学 14 校，高専 8校）で開講し，教育機関，教員，学
生へのアンケート結果では，高い満足度を確認した。

（3）JABEE認定審査事業の着実な取り組み
　�　新型コロナウイルスの影響を受け，審査を含むスケジ
ュールが大幅な延期となり，例年恒例の講習会も見送り
となった。審査にあたっては，新型コロナウイルス感染
症のリスクをできるだけ低減するため，Web ミーティ
ングの利用，実地審査をできるだけ行わない，行う場合
でも参加者を極力絞る，等の方針を通達した。

（4）技術者倫理の恒常的活動の推進
　�　技術者倫理の普及や教育支援活動として，倫理講演会
（2回／年），倫理フォーラム（11 月），特別企画（12 月）
を開催した。
　�　技術者倫理事例集（第 1，2 集）に続き，3冊目とな
る「鋼鉄と電子の塔」を出版し，技術者倫理の啓発活動
を進めている。
　�　関連学協会との連携として，日本工学会技術倫理協議
会へ参画し，公開シンポジウムを共催した。

11．�国内外の関係学術団体との協力および連携に関す
る事項【定款第 4条 6号】

（1）国際会議開催支援
①�新型コロナウイルスの影響で 7月の ICEE2020（高松）
を中止し，中止にともなう事後対応を実施。
②�ISPSD2020 は 9 月にオンライン会議へ変更して開催
し盛会裏に終了。
③�ISPSD2021 名古屋大会（名古屋 5月），ICEE2021（中
国大連 7月）の準備を支援。
④�国際会議 Transducers�2023（京都）を電気学会主催
として支援を開始。
⑤�韓国 KIEE2020 年次大会（7月）へ電気学会会長のビ
デオメッセージを送り，年次大会のオープニングにて
再生。中国（CSEE）の依頼で中国科学技術協会
（CAST）が主催する 11 月のフォーラムへ，水素・燃
料電池関連の講演者を推薦。

（2）部門での国際活動の活性化
①�各部門における国際会議の円滑な実施に向け，国際会
議の計画・実施・報告段階での注意事項を周知する活
動を実施。
②�各部門や支部および他学会の国際活動状況を把握し，
整理した情報を学会ホームページ上に公開。電気学会
本部が受けた共催や協賛等の申請を審議。

（3）国際活動の中長期ビジョンの推進
①�国際ステータス向上を念頭に，既存および新規の国際
会議開催を支援。
②韓国・中国・米国などの学会との交流を促進。
③�国際ステータス向上に向け，ICEE の論文誌である
JICEEの今後の発刊形態を検討。
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・国際会議開催実績一覧表
　�　令和 2年度に電気学会主催で開催した国際会議は以下
のとおりである。

（4）助成
　�　国際交流基金および桜井基金を原資とする国際交流活
動に対する助成を次のとおり行った。
①外国研究者の招聘助成
　令和 2年度　実績なし
②国際会議への出席助成
　令和 2年度　実績なし
③桜井基金による海外派遣
　令和 2年度　実績なし

（5）広範な学会活動の推進
　電気・情報関連学会連絡協議会（電気学会，照明学
会，電子情報通信学会，映像情報メディア学会，情報処
理学会の総務企画担当役員・事務局代表，年 2回）にお
いては，会員サービスの向上，財務の改善，法人運営，
刊行物の電子化，情報発信などについて幅広く情報交換
を行った。
　日本学術会議電気電子工学委員会において，電子情報
通信学会，応用物理学会，情報処理学会の各会長ととも
に出席し意見交換を行った。

12．その他法人運営等に関する事項

（1）�会長スローガン「社会価値創造を目指して〜連携が生
み出す果実〜」に基づく実施事項
①�通常総会後に学会HPおよびYouTube にて会長就任
演説ビデオを公開し，今年度の事業方針を示すととも
に学会誌 7月号でも公表した。また，電気新聞の取材
を受け，同紙 7月 20 日一面に「連携強化，つなぐ役
割」と題して紹介された。
②�研究・イノベーション学会との連携による会長対談
「新たな学会間連携に向けて」を実施（10 月 31 日）
し，その結果を学会誌 3月号に掲載した。
③�電子情報通信学会と役員懇談会を実施し，コロナ禍で
の学会活動の活性化対策等について意見交換を行っ
た。
④�日本機械学会会長との懇談会を行い学会運営全般につ
いて情報交換を行った。
⑤�日本超音波医学会と初めてとなる役員懇談会を実施
し，連携について意見交換を行った。

（2）�経営戦略会議を招集し検討の結果，「会長声明　持続
可能なポストコロナ社会の実現にむけて」（9 月 10

国際会議名 開催場所・期間 開催概要
The�International�
Council�on�Electrical�
Engineering�
Conference�2020
（ICEE2020）（日本，
韓国，中国，香港の各
学会との共催）

新型コロナウイルスの
影響により中止 ─

日）と題してとりまとめ，これを学会HPにて配信し
た。また，学会諸事業の実施に際し，コロナ禍への対
応を適宜適切に行った。

（3）�KIEE（大韓電気学会）との交流協定に基づき先方の
年次総会への招待を受けたが，コロナ禍の影響により
ビデオレターによる祝辞メッセージ（7月 15 日）を
送った。また令和 3年全国大会において，KIEE 会長
よりビデオによる特別講演が行われた。

（4）新進会員活動委員会
①�電力・エネルギー部門と共同で戦略的事業予算を活用
したU─21 学生研究発表会を開催して，21 才以下の
学生を対象に日頃の勉強や研究の成果を発表する機会
を提供することで，電気学会への興味を持って頂くと
共に研鑽を深めて頂く機会とした。
②�映画「エジソンズ・ゲーム」を電気学会として後援す
る等の活動を実施した。

（5）「でんきの月」活動の実施
　3月を「でんきの月」と定めたキャンペーンをでんき
の月連絡協議会として実施し，昨年に引き続き，ポスタ
ー作成および小中高生を対象として作文コンテストを実
施した。
� 以上

付録　令和 2年度末事業維持員一覧（50 音順）

REJ，IHI，愛工大興，アイコクアルファ，愛知金属工業，
愛知製鋼，愛知電機，アイペック，秋田県公営企業課，旭
化成延岡動力部，旭化成水島製造所，安治川鉄工，アルト
ナー，イームル工業，池上通信機，イシメックス，伊藤忠
テクノソリューションズ，茨城電設，イビデン，岩崎通信
機，イワブチ，宇都宮電機製作所，宇部興産，エクォス・
リサーチ，SWTS�Pte�Ltd，エナジーサポート，NTTフ
ァシリティーズ，エネゲート，エネルギア・コミュニケー
ションズ，エネルギー総合工学研究所，荏原製作所，愛媛
県公営企業管理局，エムアールジャパン，エルテクス設
計，大井電気，大阪ガス，大崎電気工業，大林組，オーム
社，沖縄電気保安協会，沖縄電力，オクトーバー・スカ
イ，音羽電機工業，オリエンタルモーター，オリジン電
気，オリンパス，岳南建設，岳南建設東京支店，川北電気
工業，川崎重工業，関西電気保安協会，関西電力，関西電
力送配電，関電工，関東電気保安協会，北九州エル・エ
ヌ・ジー，北芝電機，北日本電線，君津共同火力，九州電
気保安協会，九州電力，九州電力送配電，九州旅客鉄道，
九電工，九電テクノシステムズ，キューヘン，京三製作
所，近畿日本鉄道，きんでん，金邦電気，クラレ，栗田工
業，栗原工業，栗本鐵工所，京王電鉄，京成電鉄，京阪電
気鉄道，京浜急行電鉄，原子力発電訓練センター，コイト
電工，工機ホールディングス，高速道路総合技術研究所，
弘電社，香蘭社，コーセル，コットレル工業，小松製作
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所，五洋建設，コロナ社，さいでん，相模鉄道，サクサ，
佐藤建設工業，三英社製作所，三英電業，サンケン電気，
三工社，サンコーシヤ，三社電機製作所，サンテック，三
美印刷，山洋電気，山陽電気鉄道，GSユアサ，CKD日機
電装，シーテック，シーメンス，ジェイアール西日本コン
サルタンツ，JR 東日本情報システム，JFE スチール，
JFE プラントエンジ，ジェイテクト，J─POWER テレコ
ミュニケーションサービス，J─POWER ハイテック，J─
POWERビジネスサービス，ジェイファスト，滋賀県工業
技術総合センター，四国計測工業，四国総合研究所，四国
電気保安協会，四国電力，四国電力送配電，四国旅客鉄
道，指月電機製作所，芝浦メカトロニクス，四変テック，
島津製作所，清水建設，首都高速道路，昭電，昭和電業，
昭和電工，昭和電線ケーブルシステム，信越エンジニアリ
ング，新京成電鉄，シンデン，新電元工業，シンフォニア
テクノロジー，スズキ，スタンレー電気，SUBARU，ス
マートエナジー研究所，住友重機械工業，住電機器システ
ム，住友化学，住友共同電力，住友精化，住友電気工業，
住友電工ウインテック，スリーエム�ジャパンイノベーシ
ョン，正興電機製作所，西武鉄道，西部電機，ゼネラルエ
ンジニアリング，全国電気管理技術者協会連合会，大気
社，ダイキン工業，タイコエレクトロニクスジャパン，大
成建設，大電，大同信号，太平電業，ダイヘン，太陽誘
電，泰和電気工業，タツタ電線，谷川電機製作所，玉川製
作所，タムラ製作所，タワーライン・ソリューション，中
央製作所，中外炉工業，中興電機，中國計器工業，中国電
機製造，中国電気保安協会，中国電力，中国電力ネットワ
ーク，中電技術コンサルタント，中電工，中電シーティー
アイ，中電プラント，中部精機，中部電気保安協会，中部
電力，中部電力パワーグリッド，千代田化工建設，通研電
気工業，津田電線，TDM，帝人，TDK，鉄道建設・運輸
施設整備支援機構，鉄道総合技術研究所，テプコシステム
ズ，テラバイト，電気安全環境研究所，電気技術開発，電
気書院，電機精工社，電源開発，電源開発送変電ネットワ
ーク，デンソー，テンパール工業，電洋社，電力計算セン
ター，電力時事通信社，電力中央研究所，電力テクノシス
テムズ，東海高熱工業，東海コンクリート工業，東海旅客
鉄道，東京エネシス，東京ガス，東京急行電鉄，東京製綱
インターナショナル，東京地下鉄，東京電設サービス，東
京電力パワーグリッド，東京電力ホールディングス，東京
都下水道局，東京都交通局，東京都立産業技術研究センタ
ー，東京発電，東光高岳，東光電気工事，東芝，東芝 IT
コントロールシステム，東芝インフラシステムズ，東芝シ
ステムテクノロジー，東芝プラントシステム，東芝三菱電
機産業システム，東神電気，東ソー，東電設計，東電同窓
電気，東燃化学，東配工，東武鉄道，東邦電気，東北計器
工業，東北電機製造，東北電気保安協会，東北電力，東北
電力ネットワーク，東北発電工業，東北ポール，東洋エン

ジニアリング，東洋鋼鈑，東洋システム，東洋電機製造，
トーエネック，トーキン，戸上電機製作所，徳島県企業
局，徳島県立工業技術センター，トクデン，戸田工業，栃
木県電気工事，特許庁，富山共同自家発電，トヨタ自動
車，豊田中央研究所，中日本高速道路，ナカヨ，名古屋鉄
道，那須電機鉄工，七星科学研究所，南海電気鉄道，西日
本高速道路，西日本高速道路エンジニアリング中国，西日
本電線，西日本プラント工業，西日本旅客鉄道，ニシム電
子工業，日刊工業新聞社，日産自動車，日新電機，日新電
機商事，ニッタン，日鉄テックスエンジ，日東工業，日東
電工，日本軽金属，日本鉄道電気設計，日本エヌ・ユー・
エス，日本エレクトロヒートセンター，日本オーチス・エ
レベータ，日本ガイシ，日本ガイシ研究開発本部，日本カ
タン，日本貨物鉄道，日本計測器製造所，日本下水道事業
団，日本原子力研究開発機構，日本原子力発電，日本高圧
電気，日本工営，日本鋼構造協会，日本信号，日本精工，
日本製鋼所，日本製紙，日本製鉄，日本たばこ，日本テク
ノ，日本電気，日本電気協会，日本電気計器検定所，日本
電機工業会，日本電信電話，日本電設工業協会，日本電設
工業，日本ネットワークサポート，日本美的，日本放送協
会放送技術研究所，日本無線，日本理化工業所，ネクス
コ・エンジニアリング新潟，ネクスコ東日本エンジニアリ
ング，能美防災，ハイデンハイン，長谷川電機工業，パナ
ソニック，パナソニックライフソリューションズ，阪急電
鉄，阪神電気鉄道，ビー・アンド・プラス，東日本高速道
路，東日本旅客鉄道，日立金属，日立金属機能部材研究
所，日立国際電気，日立産機システム，日立製作所，日立
造船，日立パワーソリューションズ，日立三菱水力，ファ
ナック，フジクラ，富士通，富士電機，不二電機工業，富
士・フォイトハイドロ，Blue�Force，古河電気工業，ペガ
サスソフトウェア，ホーチキ，北電テクノサービス，北陸
計器工業，北陸電気工事，北陸電機製造，北陸電気保安協
会，北陸電力，北陸電力送配電，北陸プラントサービス，
北海電気工事，北海道電気保安協会，北海道電力，北海道
電力ネットワーク，北海道旅客鉄道，本州四国連絡高速道
路，本田技術研究所，マキタ，マクセルイズミ，三井化
学，ミツトヨ，三菱ケミカル，三菱電機，三菱電機電力シ
ステム製作所，三菱電機エンジニアリング，三菱電機コン
トロールソフトウェア，三菱電機特機システム，三菱電機
プラントエンジニアリング，三菱電機ホーム機器，三菱パ
ワー，三菱ロジスネクスト，美和電気，明電舎，明和製作
所，森永乳業，矢崎エナジーシステム，安川電機，山形県
企業局，山梨県企業局，ヤマハ発動機，YAMABISHI，
山本電機製作所，ユアテック，ユーラスエナジーホールデ
ィングス，四電エナジーサービス，四電エンジニアリン
グ，四電技術コンサルタント，リコー，量子科学技術研究
開発機構，菱電エレベータ施設，菱電商事，レーザーシス
テム，和歌山共同火力，渡辺電機製作所
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令和 2年度決算報告

（1）貸借対照表

財務諸表等
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（2）正味財産増減計算書
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（3）財務諸表に対する注記
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（4）附属明細書
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（2）収支計算書
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まえがき
　電気学会は，1888 年に創設され，電気学術全般の研究・
調査活動やその成果の発表，及び広報・普及等を進め，そ
れらを通じて社会に貢献することを目指す学術法人であ
る。すでに 130 年を超える歴史を有する伝統ある学会であ
るが，絶えず改革を実施し，事業活動の活性化につとめて
きた。電気学術の習得に情熱を傾けている勉学の徒から，
大学・企業の第一線で活躍の研究者・技術者に至るまで，
幅広い層の方々の参加・支援を得ている。
　電気学術に基づく 5つの部門と地域毎の 9つの支部，及
び標準化活動を行う電気規格調査会を有し，多様な活動を
進めてきた。電気学術は，かつての電気工学でイメージさ
れていた範囲を時代とともに拡大し，エレクトロニクス，
情報，エネルギー，環境等々にかかわる広範多岐なものと
なってきている。
　2014（平成 26）年には，行動目標および重点的に行う
べき 4つの活動を「電気学会グランドデザイン」＊として
定め，これらに基づいて個別のアクションプランの検討・
実施を進めていくこととしている。
　2020（令和 2）年 10 月 26 日，臨時国会の所信表明演説
において，菅義偉内閣総理大臣は「2050 年までに，温室
効果ガスの排出を全体としてゼロにする，すなわち 2050
年カーボンニュートラル，脱炭素社会の実現を目指す」こ
とを宣言した。温室効果ガス排出の削減は，長年取り組ま
れてきた課題であるが，政府としてカーボンニュートラル
という目標を宣言した意味は大きい。2021（令和 3）年度
から 5 年間の科学技術政策の方針を示す「第 6期科学技
術・イノベーション基本計画」でも，カーボンニュートラ
ルは重要テーマの一つになっている。これが産業構造や経
済社会の変革をもたらすと考えられ，さらに大きな成長に
つながることも期待される。国全体で取り組んでいくこと
が必要であるが，高度な専門家集団である電気学会はそれ

1．会員に関する事項【定款第 3章】
（1）令和 3年度の会員数は，下表のように想定する。
（2）会員制度の充実と会員増加策

に大きな貢献をすることが重要である。
　一方，新型コロナウイルス感染症は，2020（令和 2）年
になって世界各地に感染が拡大し，広く社会生活に影響を
与えていて，電気学会の活動においても大きな影響を受け
ている。しかしながら，コロナ禍であっても学会活動を継
続していくことが重要であり，さらにはwith コロナの社
会において，学会活動をさらに活性化し，推進していくこ
とが求められる。
　こうした世の中の状況に鑑み，本年度も引き続き，これ
までの活動との一貫性を重視し，さらに深化させ，以下の
取り組みを推し進める。
　（１）�with コロナ・post コロナにおいて，会員および社

会にとって魅力ある場としての学会のあり方を検
討し，その実現へ向けた具体的活動を進める。

　（２）�部門及び支部の連携を今後も推進することによ
り，社会の課題解決につながる活動を行い，さら
に他学会や産学官との連携，グローバルな連携な
どを展開する。

　（３）�最新の学術的情報の発信をさらに強化するととも
に，「でんき」に関わる価値ある情報の社会へ向け
た発信を充実させる。

＊電気学会グランドデザイン
　【行動目標】
「会員に魅力ある場を提供する」
「豊かで安心安全な社会，持続的発展が可能な社会の実現
に貢献する」
　【重点的に行うべき 4つの活動】
「電気学術の発展と国際化への貢献」
「科学技術を担う多様な人材の創出，育成，活躍の促進」
「標準化・規格化による戦略的活動と提言」
「社会への情報発信と認知（プレゼンス）の向上」

一般社団法人　電気学会

令和 3年度　事業計画
（自令和 3年 4月 1日〜至令和 4年 3月 31 日）

種別
項目

名誉員
正　員 准員 学生員 計 事業維持員

令 和 2 年 度 末 会 員 数 16 ,862 233 2 ,074 19 ,169 400 社（2,451 口）
入 会 ・ 復 会 予 定 622 7 1 ,027 1 ,655 7 社（　　7口）
資 格 変 更 1,444 209 −780 873 ─　 　　─
退 会 予 測 −2,135 −200 −421 −2 ,755 −9 社（ −57 口）
増 減 −69 16 −174 −227 −2 社（ −50 口）
令和 3 年度末会員数（推定） 16 ,793 249 1 ,900 18 ,942 398 社（2,401 口）

　継続して個人会員・事業維持員の会員増員・退会防止策
を展開する。
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　　副部門長：馬場吉弘（同志社大学）
　　　 同 　：造賀芳文（広島大学）
　　総務企画担当：千切健史（東芝エネルギーシステムズ）
　　　 同 　：佐藤康生（日立製作所）
　　会計担当：桑原　真（中部電力パワーグリッド）
　　　 同 　：利根川繁（三菱電機）
　　編修担当：渡辺雅浩（日立製作所）
　　　 同 　：清水雅仁（中部電力）
　　研究調査担当：岩田幹正（電力中央研究所）
　　　 同 　：木谷博昭（関西電力送配電）
　　広報・国際化担当：書上　進（電源開発送変電ネットワーク）
　　　 同 　：田邊隆之（明電舎）
　　SNS プロモーション担当：飯岡大輔（中部大学）
　　監　　事：緒方隆雄（東京ガス）
　　　 同 　：藤本　久（富士電機）
　C部門
　　部 門 長：森　一之（三菱電機）
　　次期部門長：玉置　久（神戸大学）
　　副部門長：馬場賢二（東芝インフラシステムズ）
　　　 同 　：大浦邦彦（国士舘大学）
　　総務企画担当：小木曽真二（中部電力パワーグリッド）
　　　 同 　：中江達哉（日立製作所）
　　会計担当：井上武志（日本電気）
　　　 同 　：佐藤卓也（富士通研究所）
　　編修担当：坂上聡子（三菱電機）
　　　 同 　：榊原一紀（富山県立大学）
　　研究調査担当：横川勝也（東芝インフラシステムズ）
　　　 同 　：元木　誠（関東学院大学）
　　広報・情報化担当：渡部勇介（明電舎）
　　　 同 　：中野誠彦（慶應義塾大学）
　　国際化担当：遊佐博幸（電力中央研究所）
　　　 同 　：八木　透（東京工業大学）
　　監　　事：飯坂達也（富士電機）
　　　 同 　：佐々木清吾（防衛大学校）
　D部門
　　部 門 長：村上俊之（慶應義塾大学）
　　和文論文誌編修長：星　伸一（東京理科大学）
　　英文論文誌編修長：横山智紀（東京電機大学）
　　副部門長：榎本裕治（日立製作所）
　　　 同 　：岩路善尚（茨城大学）
　　総務企画担当：伊東淳一（長岡技術科学大学）
　　　 同 　：和田圭二（東京都立大学）
　　会計担当：南方英明（千葉工業大学）
　　　 同 　：山際昭雄（ダイキン工業）
　　編修広報担当：塚越昌彦（東芝三菱電機産業システム）
　　　 同 　：藤本博志（東京大学）
　　研究調査担当：鳥羽章夫（富士電機）
　　　 同 　：藤本康孝（横浜国立大学）
　　国際担当委員長：赤津　観（横浜国立大学）

2．役員等に関する事項【定款第 3，5章】
　アンダーラインで令和 3年度改選された方を示す。
（1）令和 3年度本部役員
　　理　　事：大崎博之（東京大学）
　　　 同 　：勝野　哲（中部電力）
　　　 同 　：大森隆宏（日立製作所）
　　　 同 　：瀬戸晴彦（東京電力パワーグリッド）
　　　 同 　：花﨑　泉（東京電機大学）
　　　 同 　：道下幸志（静岡大学）
　　　 同 　：中谷竜二（中部電力パワーグリッド）
　　　 同 　：古田　宏（東芝エネルギーシステムズ）
　　　 同 　：本山英器（電力中央研究所）
　　　 同 　：藤井幹介（富士電機）
　　専務理事：藤原　昇（電気学会）
　　部門担当理事（A部門）：山崎孝則（住友電気工業）
　　部門担当理事（B部門）：蘆立修一（東電記念財団）
　　部門担当理事（C部門）：森　一之（三菱電機）
　　部門担当理事（D部門）：村上俊之（慶應義塾大学）
　　部門担当理事（E部門）：澤田和明（豊橋技術科学大学）
　　支部担当理事（北海道）：北　裕幸（北海道大学）
　　支部担当理事（東北）：春浪隆夫（東北電力ネットワーク）
　　支部担当理事（東京）：林　泰弘（早稲田大学）
　　支部担当理事（東海）：小道浩也（中部精機）
　　支部担当理事（北陸）：水野弘一（北陸電力送配電）
　　支部担当理事（関西）：尾﨑雅則（大阪大学）
　　支部担当理事（中国）：餘利野直人（広島大学）
　　支部担当理事（四国）：門脇一則（愛媛大学）
　　支部担当理事（九州）：末廣純也（九州大学）
　　監　　事：弘津研一（住友電気工業）
　　　 同 　：宮澤秀毅（明電舎）
（2）令和 3年度部門役員
　A部門
　　部 門 長：山崎孝則（住友電気工業）
　　編 修 長：永田正義（兵庫県立大学）
　　副部門長：岡本健次（富士電機）
　　　 同 　：中野俊樹（防衛大学校）
　　総務企画担当：彦坂知行（富士電機）
　　　 同 　：今井隆浩（東芝インフラシステムズ）
　　会計担当：山本　陽（明電舎）
　　　 同 　：武田新太郎（日立製作所）
　　編修担当：曽根原誠（信州大学）
　　　 同 　：大谷昭仁（日本大学）
　　研究調査担当：栗原隆史（電力中央研究所）
　　　 同 　：小原　学（明治大学）
　　監　　事：福間眞澄（松江工業高等専門学校）
　　　 同 　：小野　靖（東京大学）
　B部門
　　部 門 長：蘆立修一（東電記念財団）
　　次期部門長：石亀篤司（大阪府立大学）



48

　　　 同 　：加藤　洋（東日本旅客鉄道）
　　　 同 　：△カビール ムハムドゥル（秋田大学）
　　　 同 　：佐藤文博（東北学院大学）
　　　 同 　：田倉哲也（東北工業大学）
　　　 同 　：△花田一磨（八戸工業大学）
　　　 同 　：△南谷靖史（山形大学）
　　　 同 　：森　英樹（ユアテック）
　　監　　事：呉　国紅（東北学院大学）
　東京支部
　　支 部 長：林　泰弘（早稲田大学）
　　総務企画幹事：饗場　潔（東京電力パワーグリッド）
　　　 同 　：横山雅一（日立製作所）
　　会計幹事：田辺隆也（電力中央研究所）
　　　 同 　：堀内栄一（三菱電機）
　　協 議 員：足立健治（電源開発）
　　　 同 　：五十嵐洋（東京電機大学）
　　　 同 　：石河範明（富士電機）
　　　 同 　：出田清純（三菱電機）
　　　 同 　：大木義路（早稲田大学）
　　　 同 　：岡田弘志（日立製作所）
　　　 同 　：小川文彦（日立製作所）
　　　 同 　：△工藤嗣友（神奈川工科大学）
　　　 同 　：桑畑周司（東海大学）
　　　 同 　：鈴木憲吏（東京都市大学）
　　　 同 　：△高野明夫（沼津工業高等専門学校）
　　　 同 　：坪井敏宏（東京電力ホールディングス）
　　　 同 　：直井伸也（東芝エネルギーシステムズ）
　　　 同 　：△橋本誠司（群馬大学）
　　　 同 　：馬場旬平（東京大学）
　　　 同 　：堀　豊貴（昭和電線ケーブルシステム）
　　　 同 　：満倉靖恵（慶應義塾大学）
　　　 同 　：△矢野浩司（山梨大学）
　　　 同 　：△脇本隆之（千葉工業大学）
　　　 同 　：赤津　観（横浜国立大学）
　　　 同 　：石田隆張（明星大学）
　　　 同 　：板清浩二（東京電力パワーグリッド）
　　　 同 　：市川紀充（工学院大学）
　　　 同 　：浦野昌一（明治大学）
　　　 同 　：沖野晃俊（東京工業大学）
　　　 同 　：川﨑邦弘（鉄道総合技術研究所）
　　　 同 　：川端都紀生（日本製鉄）
　　　 同 　：坂本憲彦（産業技術総合研究所）
　　　 同 　：△島影　尚（茨城大学）
　　　 同 　：△田中慶太（東京電機大学）
　　　 同 　：△福井　聡（新潟大学）
　　　 同 　：牧　　明（明電舎）
　　　 同 　：森村　俊（電力中央研究所）
　　　 同 　：△山下幸三（足利大学）
　　監　　事：市川路晴（電力中央研究所）

　　国際担当副委員長：近藤圭一郎（早稲田大学）
　　監　　事：浦壁隆浩（東京工業大学）
　　　 同 　：貝塚正明（本田技術研究所）
　E部門
　　部 門 長：澤田和明（豊橋技術科学大学）
　　副部門長：小西　聡（立命館大学）
　　　 同 　：式田光宏（広島市立大学）
　　総務企画担当：野田俊彦（豊橋技術科学大学）
　　　 同 　：松永忠雄（鳥取大学）
　　会計担当：山下　馨（京都工芸繊維大学）
　　　 同 　：三田吉郎（東京大学）
　　編修担当：安藤妙子（立命館大学）
　　　 同 　：荒川貴博（東京医科歯科大学）
　　研究調査担当：磯部良彦（ミライズテクノロジーズ）
　　　 同 　：佐々木実（豊田工業大学）
　　監　　事：石河範明（富士電機）
　　　 同 　：安部　隆（新潟大学）
（3）令和 3年度支部役員
　△印は支所長を示す
　北海道支部
　　支 部 長：北　裕幸（北海道大学）
　　総務企画幹事：草野　崇（北海道電力ネットワーク）
　　　 同 　：矢神雅規（北海道科学大学）
　　会計幹事：長谷川聖（北海道電力ネットワーク）
　　　 同 　：下町健太朗（函館工業高等専門学校）
　　協 議 員：赤塚元軌（苫小牧工業高等専門学校）
　　　 同 　：井口　傑（旭川工業高等専門学校）
　　　 同 　：一戸昌則（北海道科学大学）
　　　 同 　：川口秀樹（室蘭工業大学）
　　　 同 　：佐藤仁樹（はこだて未来大学）
　　　 同 　：芳賀善浩（北海道旅客鉄道）
　　　 同 　：片山幸一（北海道電力ネットワーク）
　　　 同 　：小林孝一（北海道大学）
　　　 同 　：高橋理音（北見工業大学）
　　　 同 　：成瀬隆是（日本製鉄）
　　監　　事：折川幸司（北海道大学）
　東北支部
　　支 部 長：春浪隆夫（東北電力ネットワーク）
　　総務企画幹事：遠藤　恭（東北大学）
　　　 同 　：佐々木和人（東北電力ネットワーク）
　　会計幹事：二上貴文（東北電力ネットワーク）
　　　 同 　：長崎　陽（東北大学）
　　協 議 員：大場　譲（仙台高等専門学校）
　　　 同 　：小澤哲也（東北学院大学）
　　　 同 　：工藤英明（東北電力ネットワーク）
　　　 同 　：△高橋克幸（岩手大学）
　　　 同 　：粒来　修（東北電力）
　　　 同 　：△道山哲幸（日本大学）
　　　 同 　：薮上　信（東北大学）
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　　　 同 　：西脇　太（関西電力）
　　会計幹事：山下育男（関西電力）
　　　 同 　：岡田　真（大阪府立大学）
　　協 議 員：上田晃司（三菱電機）
　　　 同 　：岡　好浩（兵庫県立大学）
　　　 同 　：久保幸弘（立命館大学）
　　　 同 　：塩川明実（パナソニック）
　　　 同 　：眞銅雅子（大阪工業大学）
　　　 同 　：津山美穂（近畿大学）
　　　 同 　：美舩　健（京都大学）
　　　 同 　：村田義直（住友電気工業）
　　　 同 　：石飛　学（奈良工業高等専門学校）
　　　 同 　：牛尾知雄（大阪大学）
　　　 同 　：大橋俊介（関西大学）
　　　 同 　：加藤利次（同志社大学）
　　　 同 　：栗尾信広（日新電機）
　　　 同 　：長谷　卓（関西電力送配電）
　　　 同 　：西野憲一郎（西日本旅客鉄道）
　　　 同 　：三島智和（神戸大学）
　　　 同 　：森川真一（ダイヘン）
　　　 同 　：山本泰典（東芝エネルギーシステムズ）
　　監　　事：皆川忠郎（三菱電機）
　　　 同 　：真田雅之（大阪府立大学）
　中国支部
　　支 部 長：餘利野直人（広島大学）
　　総務企画幹事：造賀芳文（広島大学）
　　　 同 　：勝部耕次（中国電力ネットワーク）
　　会計幹事：藤山　徹（中国電力ネットワーク）
　　　 同 　：間屋口信博（中電工）
　　協 議 員：麻原寛之（岡山理科大学）
　　　 同 　：今尾浩也（松江工業高等専門学校）
　　　 同 　：井本哲也（中国電機製造）
　　　 同 　：大木　誠（鳥取大学）
　　　 同 　：尾﨑哲哉（東ソー）
　　　 同 　：日髙良和（宇部工業高等専門学校）
　　　 同 　：脇谷　伸（広島大学）
　　　 同 　：五百旗頭健吾（岡山大学）
　　　 同 　：栗田耕一（近畿大学）
　　　 同 　：升井義博（広島工業大学）
　　　 同 　：丸谷祐司（JFEスチール）
　　監　　事：岡村幸壽（中電技術コンサルタント）
　四国支部
　　支 部 長：門脇一則（愛媛大学）
　　総務企画幹事：尾崎良太郎（愛媛大学）
　　　 同 　：寺西研二（徳島大学）
　　会計幹事：井堀春生（愛媛大学）
　　　 同 　：加藤克巳（新居浜工業高等専門学校）
　　協 議 員：加藤直亮（住友共同電力）
　　　 同 　：菅　史夫（四国総合研究所）

　　　 同 　：福水正隆（日立製作所）
　東海支部
　　支 部 長：小道浩也（中部精機）
　　総務企画幹事：加藤丈佳（名古屋大学）
　　　 同 　：牛本卓二（中部電力）
　　会計幹事：佐藤徳孝（名古屋工業大学）
　　　 同 　：山本和男（中部大学）
　　協 議 員：大川恭史（日本ガイシ）
　　　 同 　：五藤和志（愛知電機）
　　　 同 　：駒田　諭（三重大学）
　　　 同 　：関川純哉（静岡大学）
　　　 同 　：冨田睦雄（岐阜工業高等専門学校）
　　　 同 　：森脇英久（東芝エネルギーシステムズ）
　　　 同 　：吉田　隆（名古屋大学）
　　　 同 　：青木　睦（名古屋工業大学）
　　　 同 　：有賀信雄（シンフォニアテクノロジー）
　　　 同 　：岩蕗寛康（三菱電機）
　　　 同 　：柴田正史（日立製作所）
　　　 同 　：下廣大輔（中部電力パワーグリッド）
　　　 同 　：清家善之（愛知工業大学）
　　　 同 　：曽根原誠（信州大学）
　　　 同 　：谷　恵亮（デンソー）
　　　 同 　：田畑壮章（富士電機）
　　　 同 　：穂積直裕（豊橋技術科学大学）
　　　 同 　：村田英一（名城大学）
　　監　　事：津田紀生（愛知工業大学）
　北陸支部
　　支 部 長：水野弘一（北陸電力送配電）
　　総務企画幹事：吉江弘治（北陸電力送配電）
　　　 同 　：石島達夫（金沢大学）
　　会計幹事：直江伸至（国際高等専門学校）
　　　 同 　：島崎克彦（北陸電力）
　　協 議 員：秋山　肇（福井工業高等専門学校）
　　　 同 　：伊藤雅一（福井大学）
　　　 同 　：宇野敦司（北陸電力送配電）
　　　 同 　：岡本征晃（石川工業高等専門学校）
　　　 同 　：多田和広（富山高等専門学校）
　　　 同 　：中野裕介（金沢大学）
　　　 同 　：細川利規（北陸電機製造）
　　　 同 　：上田智之（北陸電力送配電）
　　　 同 　：木村紀之（福井工業大学）
　　　 同 　：河野昭彦（金沢工業大学）
　　　 同 　：齊田　茂（関西電力送配電）
　　　 同 　：佐保賢志（富山県立大学）
　　　 同 　：竹崎太智（富山大学）
　　監　　事：飴井賢治（富山大学）
　関西支部
　　支 部 長：尾﨑雅則（大阪大学）
　　総務企画幹事：杉原英治（関西学院大学）
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　　　 同 　：鈴木浩司（徳島大学）
　　　 同 　：谷本　壮（高知工業高等専門学校）
　　　 同 　：平尾正幸（四国計測工業）
　　　 同 　：弓達新治（愛媛大学）
　　　 同 　：阿部一人（四国電力）
　　　 同 　：下村直行（徳島大学）
　　　 同 　：八田章光（高知工科大学）
　　　 同 　：藤本憲市（香川大学）
　　　 同 　：本村英樹（愛媛大学）
　　　 同 　：矢野知孝（三菱電機）
　　監　　事：高尾英邦（香川大学）
　九州支部
　　支 部 長：末廣純也（九州大学）
　　総務企画幹事：安部征哉（九州工業大学）
　　　 同 　：横井裕一（長崎大学）
　　会計幹事：高木康伸（九州電力送配電）
　　　 同 　：浦江昌志（九州電力）
　　協 議 員：阿部良樹（日本製鉄）
　　　 同 　：今坂公宣（九州産業大学）
　　　 同 　：△浦崎直光（琉球大学）
　　　 同 　：王　斗艶（熊本大学）
　　　 同 　：木本　晃（佐賀大学）
　　　 同 　：下尾浩正（佐世保工業高等専門学校）
　　　 同 　：庄山正仁（九州大学）
　　　 同 　：田邉　隆（三菱重工業）
　　　 同 　：筒井宏次（東芝三菱電機産業システム）
　　　 同 　：藤村　茂（早稲田大学）
　　　 同 　：柳井武志（長崎大学）
　　　 同 　：若林大輔（日本文理大学）
　　　 同 　：青木振一（崇城大学）
　　　 同 　：井上昌睦（福岡工業大学）
　　　 同 　：大畠賢一（鹿児島大学）
　　　 同 　：高　炎輝（大分大学）
　　　 同 　：川崎敏之（西日本工業大学）
　　　 同 　：千住智信（琉球大学）
　　　 同 　：武居　周（宮崎大学）
　　　 同 　：花井正弘（福岡大学）
　　　 同 　：松平和之（九州工業大学）
　　　 同 　：吉見太佑（安川電機）
　　監　　事：小杉成史（九州電力送配電）
（4）令和 3年度代議員（90 名）
　�　任期は令和 2年 3 月 12 日〜 2 年後に実施される代議
員選挙終了の時まで

蘆立修一（東電記念財団）
五十嵐一（北海道大学）
池田善久（愛媛大学）
石亀篤司（大阪府立大学）
石川和明（中部電力）
石川裕記（岐阜大学）

今井伸一（東光高岳）
今坂公宣（九州産業大学）
岩崎　誠（名古屋工業大学）
遠藤　恭（東北大学）
大石　潔（長岡技術科学大学）
大川剛直（神戸大学）
大久保昌利（関西電力送配電）
大熊康浩（富士電機）
大崎博之（東京大学）
大西公平（慶應義塾大学）
小笠原悟司（北海道大学）
岡本　浩（東京電力パワーグリッド）
尾﨑雅則（大阪大学）
小野　靖（東京大学）
勝野　徹（富士電機）
加藤丈佳（名古屋大学）
加納剛史（東北大学）
川上紀子（東芝三菱電機産業システム）
河村篤男（横浜国立大学）
北　裕幸（北海道大学）
木本　晃（佐賀大学）
久保川淳司（広島工業大学）
斉藤一成（四国電力送配電）
斉藤史郎（東　芝）
斎藤英揮（東芝エネルギーシステムズ）
佐藤育子（東京電力パワーグリッド）
澤　敏之（日立製作所）
清水敏久（東京都立大学）
白井康之（京都大学）
新藤孝敏（電力中央研究所）
神保泰彦（東京大学）
末廣純也（九州大学）
杉原英治（関西学院大学）
清治岳彦（日立製作所）
芹澤善積（電力中央研究所）
曽根光男（東海大学）
曽根原誠（信州大学）
大穀晃裕（三菱電機）
髙尾智明（上智大学）
髙橋　誠（愛知電機）
田所通博（三菱電機）
田中幸二（日立製作所）
田畑　修（京都先端科学大学）
玉井伸三（東芝三菱電機産業システム）
千田卓二（東北電力）
寺井清寿（東芝インフラシステムズ）
寺園勝志（安川電機）
直江伸至（国際高等専門学校）
長尾伸二（東芝産業機器システム）
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中川活二（日本大学）
中川聡子（東京都市大学）
中島慶人（電力中央研究所）
中本哲哉（東芝エネルギーシステムズ）
西川宏之（芝浦工業大学）
野田和俊（産業技術総合研究所）
箱田　清（中部電力パワーグリッド）
長谷川隆章（住友電気工業）
濱田　浩（東京電設サービス）
林　泰弘（早稲田大学）
日髙邦彦（東京電機大学）
日髙良和（宇部工業高等専門学校）
平木英治（岡山大学）
福井伸太（東洋大学）
福見　稔（徳島大学）
藤岡直人（関西電力送配電）
藤原　昇（電気学会）
二上貴文（東北電力ネットワーク）
北條昌秀（徳島大学）
前中一介（兵庫県立大学）
牧田真治（デンソー）
松本　聡（芝浦工業大学）
水野弘一（北陸電力送配電）
南　裕二（東芝エネルギーシステムズ）
峯田　貴（山形大学）
森　一之（三菱電機）
安田恵一郎（東京都立大学）
山口　博（関東電気保安協会）
山崎秀樹（中部電力パワーグリッド）
山本吉朗（鹿児島大学）
山本直幸（日立製作所）
横山明彦（東京大学）
吉江弘治（北陸電力送配電）
吉田　隆（名古屋大学）
餘利野直人（広島大学）

（5）令和 3年度有識者会議委員（70 名）
　　本部代表：伊藤久徳（中部電力）
　　　 同 　：今井伸一（東光高岳）
　　　 同 　：大石　潔（長岡技術科学大学）
　　　 同 　：大熊康浩（富士電機）
　　　 同 　：大西公平（慶應義塾大学）
　　　 同 　：小野　靖（東京大学）
　　　 同 　：小橋秀一（三菱電機エンジニアリング）
　　　 同 　：斉藤史郎（東　芝）
　　　 同 　：斎藤英揮（東芝エネルギーシステムズ）
　　　 同 　：佐藤育子（東京電力パワーグリッド）
　　　 同 　：〈清治岳彦（日立製作所）〉※ 1
　　　 同 　：〈芹澤善積（電力中央研究所）〉※ 2
　　　 同 　：大穀晃裕（三菱電機）

　　　 同 　：竹下隆晴（名古屋工業大学）
　　　 同 　：田中幸二（日立製作所）
　　　 同 　：中川聡子（東京都市大学）
　　　 同 　：福井伸太（東洋大学）
　　　 同 　：藤岡直人（関西電力送配電）
　　　 同 　：松本　聡（芝浦工業大学）
　　　 同 　：南　裕二（東芝エネルギーシステムズ）
　　　 同 　：山口　博（関東電気保安協会）
　　　 同 　：横山明彦（東京大学）
　　部門代表：川上紀子（東芝三菱電機産業システム）
　　　 同 　：清水敏久（東京都立大学）
　　　 同 　：神保泰彦（東京大学）
　　　 同 　：鈴木博章（筑波大学）
　　　 同 　：〈芹澤善積（電力中央研究所）〉※ 2
　　　 同 　：寺井清寿（東芝インフラシステムズ）
　　　 同 　：西川宏之（芝浦工業大学）
　　　 同 　：前中一介（兵庫県立大学）
　　　 同 　：吉村健司（電力計算センター）
　　支部代表：五十嵐一（北海道大学）
　　　 同 　：〈大崎博之（東京大学）〉※ 3
　　　 同 　：〈岡本　浩（東京電力パワーグリッド）〉※ 4
　　　 同 　：下村直行（徳島大学）
　　　 同 　：白井康之（京都大学）
　　　 同 　：田岡久雄（大和大学）
　　　 同 　：田所通博（三菱電機）
　　　 同 　：田苗　博（北日本電線）
　　　 同 　：田中康規（金沢大学）
　　　 同 　：豊田浩孝（名古屋大学）
　　　 同 　：林　則行（宮崎大学）
　　　 同 　：平木英治（岡山大学）
　　　 同 　：福島　透（中国電力ネットワーク）
　　　 同 　：藤井　裕（北海道電力）
　　　 同 　：松浦昌則（電力中央研究所）
　　　 同 　：皆本佳計（新居浜工業高等専門学校）
　　　 同 　：山科秀之（九州電力送配電）
　　　 同 　：吉澤　誠（東北大学）
　　事業維持員代表：阿部公哉（東北電力ネットワーク）
　　　 同 　：市川弥生次（中部電力パワーグリッド）
　　　 同 　：伊藤孝充（明電舎）
　　　 同 　：〈岡本　浩（東京電力パワーグリッド）〉※ 4
　　　 同 　：近藤史郎（富士電機）
　　　 同 　：斎藤幸司（東芝エネルギーシステムズ）
　　　 同 　：柴田俊和（住友電気工業）
　　　 同 　：〈清治岳彦（日立製作所）〉※ 1
　　　 同 　：高澤範行（三菱電機）
　　　 同 　：廣渡　健（九州電力送配電）
　　　 同 　：福田　隆（関西電力送配電）
　　　 同 　：向山晋一（古河電気工業）
　　役　　員：〈大崎博之（東京大学）〉※ 3
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3．会議等に関する事項【定款第 4，6章】
　会議・委員会等を以下のとおり開催する。
（1）通常総会
　�　令和 3年 5 月 28 日（金）に第 109 回通常総会を都市
センターホテルにて開催予定。

（2）理事会
　　年度内に 6回開催予定。
（3）各種会議・委員会等
　�　各会議体・委員会は各事業体の事業計画に基づいて必
要に応じ開催し，主要会議等は下記の回数を予定する。
　　有識者会議：1回
　　経営戦略会議：適宜
　　経営企画委員会：7回（幹事会 2回を含む）
　　　新進会員活動委員会：5回
　○総務企画関連
　　総務会議：5回
　　　技術者教育委員会（部会等含む）：23 回
　　　広報委員会：2回
　　　IEEJ プロフェッショナル運営委員会：2回
　　　社会連携委員会：2回
　　倫理委員会（幹事会，WG含む）：9回
　　表彰委員会：3回
　　顕彰委員会（小委員会含む）：8回
　○財務会計関連
　　会計会議：5回
　○編修出版関連
　　編修会議：4回
　　　編修委員会（部会を含む）：27 回
　　　出版事業委員会（部会を含む）：9回
　○研究調査関連
　　研究調査会議：４回
　　　全国大会委員会（小委員会含む）：4回
　　国際活動委員会：4回
　　電気規格調査会：７．に記載する。
　○部門関連

　　部門役員会
　　　Ａ部門：5回，Ｂ部門：5回，Ｃ部門：5回，
　　　Ｄ部門：5回，Ｅ部門：5回
　○支部関連
　　支部報告会：適宜
　　　支部役員会：適宜

4．�研究発表会・講演会・講習会および見学会の開催に関
する事項【定款第 4条 1号】

※新型コロナウイルスの影響により変更になる場合がある。

（1）全国大会の充実
　�　企画内容の充実とサービス向上をはかり講演者，聴講
者の増加を目指す。
　　令和 4年 3月 21 日〜 23 日岡山大学にて開催予定。
（2）総合力を発揮した支部活動
　�　本部・部門と連携しつつ地域に密着した活動を展開
し，技術交流や技術研鑽の場の提供を通じ会員サービス
に努め，あわせて会員増加を図る。また，これらの活動
においては IEEJ プロフェッショナルの協力を得る。支
部における講演会，講習会，見学会などの開催計画は下
表のとおりである。

（3）総合力を発揮した部門活動
　�　本部・支部と連携しつつ各部門の特徴やコア技術を生
かしつつ，新規分野の取り込みや他部門他学協会との連
携などの将来展開を考慮して活力ある活動を展開する。
部門大会等の開催計画は次表のとおりである。

5．会誌および図書の発行に関する事項【定款第 4条 2号】
（1）電気学会誌・論文誌の更なる充実
　�　学会誌は，広範囲な分野から分かりやすく読みやすい
記事の企画・掲載に努める。また，気軽に読める記事

支部 北海道�東北 東京 東海 北陸 関西 中国 四国 九州 計

支部連合大会等 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9

一般
向け

講 演 会 1 20 22 1 5 18 1 0 2 70
講 習 会 2 0 1 0 0 1 3 5 1 13
見 学 会 1 1 13 2 1 1 0 0 1 20

専門家
向け

講 演 会 8 2 5 8 1 1 8 5 5 43
講 習 会 1 0 5 2 1 3 2 2 1 17
見 学 会 1 1 7 2 1 0 4 4 1 21

発 表 会 関 係 1 1 6 2 2 1 1 1 3 18
そ　　の　　他 0 8 15 15 2 9 6 1 3 59

計 16 34 75 33 14 35 26 19 18 270

大会名 開催場所 開催日
A部門大会 くにびきメッセ（松江） 2021 .9 . 1 〜�� 3
B 部門大会 オンライン 2021 .8 . 24 〜��26
C 部門大会 富山県立大学（射水） 2021 .9 . 15 〜��18
D 部門大会 長岡技術科学大学（長岡） 2021 .8 . 25 〜��27
E 部門大会（「セ
ンサ・マイクロ
マシンと応用シ
ステム」シンポ
ジウム）

アクリエひめじ（姫路） 2021 .11 . 9 〜 11

　　　 同 　：大森隆宏（日立製作所）
　　　 同 　：勝野　哲（中部電力）
　　　 同 　：瀬戸晴彦（東京電力パワーグリッド）
　　　 同 　：中谷竜二（中部電力パワーグリッド）
　　　 同 　：花﨑　泉（東京電機大学）
　　　 同 　：弘津弘一（住友電気工業）
　　　 同 　：藤井幹介（富士電機）
　　　 同 　：藤原　昇（電気学会）
　　　 同 　：古田　宏（東芝エネルギーシステムズ）
　　　 同 　：道下幸志（静岡大学）
　　　 同 　：宮澤秀毅（明電舎）
　　　 同 　：本山英器（電力中央研究所）
重複者は〈氏名〉※ と記載
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「コーヒーブレイク」を引き続き掲載する。
　�　電子投稿・査読システムの安定的な運用に努め，論文
の査読期間の短縮を図る。投稿論文に対して引き続き剽
窃チェックを実施し，論文誌の質の向上に努める。

（2）国際化活動の更なる推進
　�　共通英文論文誌（TEEE）は，インパクトファクター
（IF）の向上を目指して，著名な方の執筆による解説論
文を掲載するなど，効果が期待される方策を推進してい
く。さらに，アジアの取り込み戦略の具体的方策とし
て，良質な論文を集めるためのキーパーソンを選定し，
論文幹事を務めていただくことを積極的に進める。
　�　なお，D部門英文論文誌の早期の SCI 登録申請に向
けて，引き続き有効な方策を検討・実施していく。

（3）会誌の発行計画は以下のとおり。
　（a）学会誌
　　　発行回数：12 回
　　　年間発行ページ数：962 ページ（含広告）
　　　発行部数：約 24 万部／年
　　　掲載記事の企画は編修委員会で検討する。
　（b）論文誌（部門誌）
　　　発行回数：12 回／部門
　　　�ページ数は以下のとおり。D部門は英文論文誌 D

（年 6回発行）を含む

　（c）共通英文論文誌
　　　発行回数：12 回（毎月発行）
　　　ページ数：約 1,800 ページ
（4）時代の動向や社会のニーズをとらえた出版推進
　�　教科書の分量・内容・価格など教育現場に即した企
画・出版を行い，採用増加を図る。
　�　教科書・専門書・啓発書で新刊3点の出版を目標とする。
（5）教科書等の発行計画は以下のとおり。
　（a）教科書・専門書・技術啓発書

　（b）技術報告新刊

6．調査・研究の実施に関する事項【定款第 4条 3号】
（1）活動範囲の拡大
　�　令和 3年度は特に，新型コロナウイルスの影響下にお
いても研究調査活動が停滞しないよう，オンライン等の
ツールを活かした各種委員会やイベントの開催を推進し
ていく。

A部門 B部門 C部門 D部門 E部門 合計
ペ ー ジ 数 770 980 2 ,000 1 ,660 550 5 ,960

種別
教科書・専門書 技術啓発書 合計
新刊 重版 計 新刊 重版 計 新刊 重版 計

発行点数 3 13 16 0 1 1 3 14 17
発行部数 4,800 10 ,850 15 ,650 0 500 500 4 ,800 11 ,350 16 ,150

A 部門 B部門 C部門 D部門 E部門 合計
発 行 点 数 7 3 2 10 0 22
発 行 部 数 750 2 ,000 300 1 ,572 0 4 ,622

（2）一般社会向け公開シンポジウムの実施
　�　分野を横断した特別調査専門委員会を積極的に推進
し，その成果を各種大会のシンポジウム等で効果的に発
信する。

（3）学術情報システムの円滑な運営と拡大
　�　令和 3年 1月より研究会資料の電子化が開始され，電
子化への移行により，さまざまなサービスやメリットが
期待される。これをアピールすることで 1年間（1月〜
12 月）を単位とする年間購読申込数の拡大を図り，研
究調査活動としての収入拡大を積極的に推進していく。

（4）研究調査活動のための委員会活動は以下のとおり。
　（a）各種委員会の開催回数

　（b）新設委員会数

　（c）解散委員会数

　（d）研究会発表論文件数

7．標準の制定に関する事項【定款第 4条 3号】
　�　電気機械器具及び材料などの標準化に関する事項を調
査審議し，電気分野における標準化を通して，広く社会
に貢献することを目的として，下記に重点を置き活動を
推進する。
　　1．電気規格調査会（JEC）規格の制定・改正及び普及
　　2．国際電気標準会議（IEC）規格に係わる審議
　　3．日本産業規格（JIS）原案の作成
　　4．国内外の標準化機関との協力及び連携
　　5．電気規格調査会功績賞及び功労賞の顕彰
　　6．�IEC関連の国際会議日本開催及び国際会議旅費支援
　　7．IEC規格に係る委託事業の推進
　具体的な計画に関しては下記を予定する。
（1）標準規格の普及推進
　�　JEC 規格の制定・改正に合わせた JEC 規格の講習会
開催，情報公開等による JEC 規格販売促進を継続実施
していく。

（2）国際標準規格の開発推進

A部門 B部門 C部門 D部門 E部門 合計
運営委員会 5 4 5 4 5 23
技術委員会 43 40 47 58 10 198
専門委員会 98 130 121 200 22 571
研 究 会 56 25 60 60 12 213
合計 202 199 233 322 49 1 ,005

A 部門 B部門 C部門 D部門 E部門 合計
技術委員会 0 0 0 0 0 0
専門委員会 5 7 19 18 1 50
合計 5 7 19 18 1 50

A 部門 B部門 C部門 D部門 E部門 合計
技術委員会 0 0 0 0 0 0
専門委員会 5 9 18 12 1 45
合計 5 9 18 12 1 45

部　　門 A部門 B部門 C部門 D部門 E部門 合計
件 数 800 700 600 900 140 3 ,140
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　�　国内外標準化機関との協力及び連携をはかり，スマー
トグリッド・UHV関連技術をはじめとし，日本発の規
格の国際標準化提案活動を引き続き推進する。また，
IEC規格に係る委託事業を積極的に推進する。

（3）事業維持員ほかへの広報の推進
　�　標準規格の制定・改正に参画された委員への感謝状の
贈呈や事業維持員へのお礼状の発行などを実施する。さ
らに，JEC 功績賞・功労賞表彰式等の学会誌以外のマ
スメディアでの掲載を働きかける。

（4）委員会の開催数

8．功績の表彰に関する事項【定款第 4条 4号】
（1）電気技術顕彰制度「でんきの礎」の発展
　�　「でんきの礎」の第 15 回顕彰を実施する。全国大会で
授与式を継続開催し更なる周知拡大を図る。

（2）名誉員の推薦・フェローの充実
　�　名誉員資格条件を満たす者を，名誉員として推薦する。
　　また，フェローの認定を継続し拡大を図る。
（3）表彰
　�　功績賞 1件，業績賞 6件および電気学術振興賞（進歩
賞：9件，論文賞：9件，著作賞：1件），優秀技術活動
賞（技術報告賞：9件，グループ著作賞：1件以内），特
別活動賞：2件以内の表彰を行う。

（4）上級会員・IEEJ プロフェッショナルの認定
　�　電気技術の専門家で電気学会の諸活動への貢献があ
り，申請基準を満たす会員を，上級会員に認定する。
　�　IEEJ プロフェッショナルの活動範囲の拡大に対応す
べく認定者の増大を図る。

（5）電気規格調査会表彰
　　標準化活動への貢献者の表彰を行う。
（6）学術振興助成
　　大会ならびに研究会における優秀論文の表彰
　賞Ａ　部門大会・研究会の論文：80 件
　賞Ｂ　全国大会・支部大会の論文：120 件
（7）電気技術学習奨励賞
　�　高校生・高専生の電気主任技術者試験合格者表彰制度
の周知拡大を図り，第 3回表彰を実施する。

9．教育に関する事項【定款第 4条 5号】
（1）技術者教育の着実な推進と体制の整備
　�　他団体（日本工学会 CPD協議会，電気電子・情報系

会　　議　　名 開催数
規格委員会総会 1
規格役員会 6
標準化戦略委員会 6
表彰委員会 1
IEC 国際活動支援審査委員会 4
部会 25
標準化委員会・IEC国内委員会 190
JIS 原案作成委員会 15

合　　　　計 248

CPD協議会，日本技術士会等）と連携してCPDに関す
る情報収集・意見交換を行い，会員に供する CPD対象
プログラムの拡大を図る。

（2）JABEE認定審査事業の着実な取り組み
　�　3 分野において着実に認定審査を実施する。また，
JABEE審査員講習会の開催を実施する。

（3）IEEJ プロフェッショナル活動の拡大
　�　シニアパワーの活躍による学会活動の活性化に向け
て，IEEJ プロフェッショナルの活動範囲の拡大，それ
ら活動に対する支援の強化を検討する。

（4）技術者倫理教育に関する恒常的活動の推進
　�　技術者倫理研修会やフォーラムの開催，技術者倫理事例
集の販売促進など，技術者倫理教育に対する支援を行う。

（5）電気系の高等教育支援の推進
　　電気学会寄付講義を 21 校で開講する。
（6）若年層の理科・科学・技術離れへの対応
　�　初等中等教育を主な対象とする教育支援資金の活用推
進を図る。
　�　日本工学会の「科学技術人材育成コンソーシアム」に積
極的に参画し，初等中等教育支援などの活動推進を図る。

（7）一般の方々の電気技術に対する関心と理解を高める
　�　次代を担う若者を含む一般の方々を読者想定して発行
された小冊子，「電気の知識を深めようシリーズ」を教
育に活用するための関連教材の整備，機会の開拓と体制
の整備を図る。なお，令和元年度，総務会議直下に発足
した「社会連携委員会」が本事業を引き継ぎ，電気技術
に関する社会との連携を強化していく。

10．�国内外の関係学術団体との協力および連携に関する事
項【定款第 4条 6号】

（1）国際活動の積極的推進と国際活動が容易にできる仕組
みの構築
　�　パワー半導体デバイスに関する国際会議である
ISPSD2021（2021 年 5 月 30 日〜 6 月 3 日：名古屋　ハ
イブリッド開催）を着実に実施する。また，ICEE2021
（中国大連）の準備や開催支援，ICEEの Journal 出版に
関する審議・支援を行う。
　�　広報委員会と連携をとりながら，主に英語版ホームペ
ージの内容を充実することで海外や外国人留学生に向け
ての広報活動を推進する。
　�　国際化推進ビジョン・アクションプランに基づき，編
修会議，研究調査会議と協調を取って国際的プレゼンス
の向上に向けた活動を推進する。

（2）広範な学会活動の推進
　�　電気・情報関連学会連絡協議会，電子情報通信学会な
どの電気関連学会や，日本学術会議，日本工学会，日本
機械学会，日本技術士会等との定例懇談会など関係団体
との協議の場を継続し，意見交換や諸活動の協調・連携
を図る。



55

（3）国際交流助成
　�　対象　�海外で開催される国際会議出席者に対する補助

（最大 20 件）
　　　　　�海外で開催される電力技術に関する国際的会合

の出席者への補助（最大 4件）
　　　　　�外国学会との交流で海外の研究者・技術者を招

聘するための助成（最大 10 件）
　　助成総額　124 .1 万円

（4）学術団体の講演会等の共催・協賛・後援
（5）各種団体の研究助成候補者の推薦

11．その他法人運営等に関する事項
（1）with コロナ・post コロナにおける学会活動の推進
　�　会員および社会にとって魅力ある場としての学会のあ
り方を検討し，その実現へ向けた具体的活動を進める。
� 以上
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令和 3年度収支予算
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一般社団法人　電　気　学　会
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